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(承
前
)

「本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
(
一
)
」
『名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
研

究
紀
要
』
第
五
六
集
　
一
九
九
六
年

「本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
(
二
)
」
『名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
研

究
紀
要
』
第
五
七
集
　

一
九
九
七
年

　
以
下
本
稿
で
は
、
(
一
)
を
前

々
稿
、
(
二
)
を
前
稿
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
九
）
　

新
潟
県
新
潟
市

西
厳
寺
蔵
方
便
法

身
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
八
年
七
月
三
〇
日
調
査

・
写
真
撮
影

　
新
潟
市
島
見
町
の
西
厳
寺

(単
立

・
も
と
大
谷
派
)
に
は
、
写
真
B
に
掲
げ
た

方
便
法
身
尊
像
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
裏
書
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
写
真
C
で
あ

る
。
こ
の
絵
豫
お
よ
び
裏
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『新
潟
市
文
化
財
調
査
報
告

書
』
寺
院
Ⅲ
に
写
真
が
提
示
さ
れ
、
ま
た
金
龍
静
氏
も
裏
書
の
写
真
を
掲
げ
て
見

解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
壽

・
上
場
顕
雄
両
氏
も
こ
の
裏
書
に
言
及
し
て

(4
)

い
る
。
筆
者
た
ち
も
、
最
近
、
同
寺
蔵
の
文
化
財
に
接
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
い

　
　
　
名
古
屋
市
立
大
学
研
究
紀
要
　
5
　

一
九
九
入
年

く
つ
か
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
裏
書
の
釈
文
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
裏
書

(
四
七

・
六
×
二
七

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
の
第

一
行
目
は
、
料

紙
の
向
か

っ
て
右
よ
り
の
部
分
が
剥
落
し
て
い
る
が
、
「本
 
寺
 
 
 

(花
押
)」

と
判
読
で
き
、
「本
願
寺
釋

順
如
(花
押
)」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
見
做

し
て
問
題

な
か
ろ
う
。
署
判
の
部
分
の
拡
大
写
真
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、

「順
」
の
偏
の

「川
」
は
第
三
画
目
を
左
下
に
長
く
引
く
筆
跡
と
な

っ
て
い
て
、

他
の
順
如
の
署
名
と
共
通
す
る
。
ま
た
花
押
の
部
分
は
、
幸
い
に
料
紙
が
比
較
的

よ
く
残

っ
て
お
り
、
（
三
）
浄
性
寺
蔵
の
も
の
、
（
五
）
等
覚
坊
蔵
の
も
の
、
（
六
）
万
福
寺
蔵

の
も
の
、
な
ど
と
同

一
の
花
押
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
得
る
。
こ
れ
は
順
如
の
花
押

と
見
て
問
題
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
順
如
の
署
判
は
み

な

「
釋
順
如
(花
押
)」
と
な

っ
て
い
て
、
「本
願
寺
」
「大
谷
本
願
寺
」
の
文
言
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一



　
　
　
本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)

付
さ
れ
て
い
な
い
。
ひ
と
り
こ
の
西
厳
寺
蔵
の
も
の
の
署
判
の
み
に

「本
願
寺
」

の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
意

味
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
第
二
行
目
に
は

「文
明
三
年

子庚
十

一
月
廿
八
日
」
と
あ
る
。
こ
の
下
付
年
月
日

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
順
如
裏
書

の
中
で
最
も
早
い
も
の
で
あ

っ
て
、
現

在
知
ら
れ
る
順
如
裏
書
の
初
見
事
例
と

し
て
貴
重

で
あ
る
。
筆
跡
も
、
「
文
」

「明
」
「年
」
「月
」
「日
」
な
ど
他
の
順
如
裏
書
と
よ
く
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

文
明
三

(
一
四
七

一
)
年
の
干
支
は

「辛
卯
」
で
あ

っ
て

「庚
子
」
で
は
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
裏
書
に
は
誤

っ
た
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
常

な
ら
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前

々
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
順
如
の
裏
書

に
は
干
支
の
誤
り
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

む
し
ろ
そ
れ
が
特
色

の

一
つ
と
さ
え

な

っ
て
い
る
。
他
に
は
、
（
一
）
西
琳
寺
蔵
の
も
の
、
（
二
）
光
恩
寺
蔵
の
も
の
、
（
十
）
勝
楽

寺
蔵
の
も
の
、
（
十
一
）

東
本
願
寺
蔵
の
も
の
、

に
干
支
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。

　

上
段
の
主
題
は

「方
便
法
身
尊
像
」
と
な

っ
て
お
り
、
他
の
順
如
裏
書
と
同
様
、

「形
」
で
は
な
く
、
「像
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
順
如
期
に
先
行
す
る
蓮

如
下
付
の
方
便
法
身
尊
像
裏
書
の
主
題
の
ほ
と
ん
ど
が

「像
」
を
用
い
て
い
る
の

を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「方
」

「便
」
「法
」

「身
」
「尊
」

「像
」
と
も
、

そ
の
筆
跡
は
他
の
順
如
裏
書
と
よ
く
共
通
す
る
。

　

充
所
を
記
す
二
行
は
、
「河
内
國
茨
田
郡
中
振
郷
出
口
村
/
□
之
番
本
遇
寺
常

住
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
□
の
部
分
は
磨
滅

の
た
め
に
判
読
で
き
な
く
な

っ
て
い

る
が
、
金
龍
氏
は
こ
れ
を

「中
」
と
推
定
し
て
い
る
。
茨
田
郡
中
振
郷
出
口
村
の

地
名
と
し
て
は
、
こ
の
わ
ず
か
後

に
出

口
坊
が
造
立
さ
れ
る

「出

口
の
村
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　

番
」　
(
「中
之
番
」
と
も
書
く
)
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
□
の
下
に

「之
番
」

と
あ
る
か
ら
、
□
は

「中
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
こ
の
充
所
の
末
尾

「常
住
」
の
下
に
は
、
墨
痕
は
な
く
、
当
初
か
ら
文
字
は
記

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
充
所
は

「本
遇
寺

常
住
」
で
書
き
終
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
は
や
や
舌
足
ら
ず
な
表

現
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
他
の
順
如
裏
書
を
見
る
と
、
（
七
）
西
岸
寺
蔵
の
も

の
は

「□
住
物
也
」、
（
八
）
真
光
寺
蔵

の
も
の
は

「常
□
物
也
」
と
い
う
文
言
で
充
所

が
書
き
終
え
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
遣
い
と
し
て
は
、
「物
也
」
の
二
文
字
を
記
す
方

が
お
さ
ま
り
が
よ
い
が
、
順
如
と
し
て
は
、
ま
だ
裏
書
を
書
き
始
め
た
ば
か
り
で

用
語
法
が
こ
な
れ
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
行
の
字
配
り
を
見

る
と
、

二
行
と
も
が
主
題
の

「方
便
法
身
尊
像
」
の
右
下
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
異
例
の
字
配
り
で
あ

っ
て
、
主
題
の
下
に
左
右

二
行
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

列
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
他
の
順
如
裏
書
も
多
く
は
そ
う
な

っ
て
い
る
が
、
た

だ
別
稿
で
紹
介
し
た
松
橋
家
蔵
の
も
の
は
そ
う
な

っ
て
お
ら
ず
、

バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
た
字
配
り
と
な

っ
て
い
る
。
順
如
裏
書
は
、
初
期
の
も
の
は
充
所
の
字
配
り
が

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
が
、
後
期
の
も
の
は
そ
う
な

っ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら

く
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
裏
書
の
各
行
を
記
す
順
序
を
変
え
た
た
め
、
こ
の
よ
う

な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
願
主
名
の
記
載
は

「願
主
賢
秀
」
と
な

っ
て
お
り
、
他
の
順
如
裏
書
と
同
様
、

「願
主
」
の
下
に

一
文
字
分
程
度

の
空
白
が
な
く
、
連
続
し
た
記
載
と
な

っ
て
い

る
。
こ
の

一
行
で
注
目
す
べ
き
は
、
願
主
の
名
を

「賢
秀
」
と
の
み
記
し
、
そ
の

上
に

「
釋」
の

一
字
を
付
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
願
寺
下
付
物
の



裏
書
に
記
さ
れ
る
願
主
名
の
記
載
法
と
し
て
は
異
例
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が

順
如
裏
書
を
年
代
順
に
あ
ら
た
め
て
見

て
い
く
と
、
後
期
の
も
の
に
は

「
釋」
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
の
も
の
は
そ
う
な

っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な

わ
ち
文
明
六
年
閏
五
月
六
日
下
付

の
松
橋
家
蔵

の
も
の
は
、
「願
主
」

の
下
は
判

読
不
能
だ
が
、
お
そ
ら
く
二
文
字
で
、
し
か
も

一
文
字
目
は

「
釋
」
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
同
年
八
月
二
十

八
日
下
付
の
（
一
）
西
琳
寺
蔵

の
も
の
は
、
「願
主

善
妙
」
と
な

っ
て
い
て
、
「
釋」
が
付
さ
れ

て
い
な
い
。
ど
う
や
ら
順
如
は
、
文
明

六
年
頃
ま
で
は
、
願
主
の
名
に

「
釋
」
を
付
さ
な
い
記
載
を
行
な

っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
次
の
文
明
十
年
十

一
月
三
日
下
付
の
（
四
）
安
明
寺
蔵
の
も
の
は
、
現
状
の

裏
書
料
紙
の
中
に
は
願
主
名
の
記
載
が
な
く
、
判
断
材
料
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
文
明
十
二
年
の
（
五
）
等
覚
坊
蔵
の
も
の
、
同
十
三
年
の
（
二
）
光

恩
寺
蔵
の
も
の
、
（
六
）
万
福
寺
蔵
の
も
の
、
同
十
五
年
の
（
十
一
）

東
本
願
寺
蔵
の
も
の
、

下
付
年
月
日
不
明
の
（
三
）
浄
性
寺
蔵
の
も
の
、
（
八
）
真
光
寺
蔵
の
も
の
、
に
は
み
な
願

主
の
名
に

「
釋」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
後
期
の
裏
書
に

「
釋」
が
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
で
は
い
つ
か
ら
そ
う
な
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
中
期
の
事
例
が
な
い
た
め
に
は

っ
き
り
と
年
次
を
画
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
調
査
事
例
を
増
加
さ
せ
て
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
文
明
三
年
十

一

月
時
点
で
の
本
遇
寺
の
住
持
が
賢
秀
と
い
う
名
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た

の
は
大
き
な
収
穫
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
絵
像

の
像
様
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
絵
像
は
、
現
状
で
は
料

絹
が
一
一

四

・
五
×
四
五

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
型
の
も
の
で
あ
る
が
、

観
察
す
る
と
、
四
辺
に
絹
を
足
し
て
全
体
を
大
き
く
増
幅
し
た
跡
が
見
え
る
。
も

　
　
　

研

究

紀

要
　
5

と
の
絹
は
、
七
三

・
三
×
二
六

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
が
現
在
残

っ
て
い
る
。
こ

の
大
き
さ
は
通
例
の
も
の
よ
り
や
や
小
さ
目
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
如
来
像
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
絹
を
足
し
て
増
幅
し
た
際
に
、
も
と
の
絹
を
縦
横
と
も

一

部
切
断
し
た
と
判
断
で
き
る
か
ら
、
推
定
さ
れ
る
当
初
の
形
態
は
文
明
期
の
本
願

寺
下
付
方
便
法
身
尊
像
と
し
て
特

に
問
題
は
な
か
ろ
う
。
阿
弥
陀
如
来
の
総
高

(蓮
台
下
端
か
ら
光
輪
上
端
ま
で
)
は
六
六

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
本
願
寺

下
付
の
方
便
法
身
尊
像
と
し
て
は
少
し
大
き
目
で
あ
る
。
だ
が
文
明
初
年
ま
で
の

本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像

の
総
高
は
、
後
年
の
も
の
よ
り
大
き
目
で
、
六
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
が
、
む
し
ろ
通
例
で
あ
る

(表
3
参
照
)。
こ
の
絵

像

の
総
高
は
、
文
明
三
年

の
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
絵
像

で
最
も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
光
明
の
形
式

で
あ
る
。

こ
れ
に
は
四
十
八
条
の
光
明
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
上
方

・
下
方
の
光
明
を
見
る

と
、
真
上

・
真
下
に
突
き
抜
け
て
お
ら
ず
、
上
方
は
Ｖ
字
型
、
下
方
は
〈
字
型
に

照
射
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
細
に
観
察
す
る
と
そ
の
光
明
と
重
な
り

あ
う
よ
う
に
、
そ
の
下
側
に
も
う

一
系
統
の
光
明
が
見
え
る
。
写
真
で
は
判
り
に

く
い
が
、
こ
の
系
統
の
光
明
は
、
真
上

・
真
下
に
ま

っ
す
ぐ
に
突
き
抜
け
る
形
式

と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
絵
像
は
、
元
来
は
光
明
が
真
上

・
真
下
に
突
き
抜
け
る
形

式
で
あ

っ
た
も
の
を
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
上
か
ら
ぬ
り
直
し
て
、
上
方
の
光
明

が
〉
字
型

(下
方
は
く
字
型
)
に
照
射
さ
れ
る
形
式

へ
と
改
変
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
光
明
の
改
変
は
、
（
六
）
万
福
寺
蔵
の
も
の
、
（
十
一
）

東
本
願
寺
蔵

の
も
の
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が

い
つ
、

い
か
な
る
理
由
で
光
明
を
改
変
し
た

か
に
つ
い
て
は
史
料
を
欠
く
。
た
だ
西
厳
寺
蔵
の
も
の
は
、
補
絹
に
も
真
上

・
真
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下
に
突
き
抜
け
る
光
明
が
見
ら
れ
る
の
で
、
現
状
の
光
明
と
な

っ
た
の
は
補
絹
に

よ
り
増
幅
さ
れ
て
か
ら
の
ち
の
こ
と
で
あ

る
。
な
お
、
衣
の
袈
裟
田
相
部
の
截
金

に
は
卍
繋
ぎ
文
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
当
初

の
も
の
と
見
見
做し
て
よ
い
。

　
以
上
、
西
厳
寺
蔵
の
方
便
法
身
尊
像
は
、
当
初
は
光
明
が
真
上

・
真
下
に
突
き

抜
け
る
様
式
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
文

明
三
年
の
も
の
と
し
て
ま
こ
と
に
ふ
さ

わ
し
い
。
こ
の
絵
像
は
裏
書
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
問
題
な
か
ろ
う
。

当
寺
蔵
の
方
便
法
身
尊
像
は
、
文
明
三
年

順
如
下
付
の
絵
像
お
よ
び
裏
書
が

一
体

と
な

っ
て
現
存
す
る
遺
品
で
あ

っ
て
、
た

い
へ
ん
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

　
次
に
、
裏
書
か
ら
得
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
知
見
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
そ
の
下
付
年
月
日
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
と
し

て
は
、
文
明
六
年
閏
五
月
六
日
下
付

の
松
橋
家
蔵
の
も
の
が
初
見
事
例
で
あ

っ
た
。

だ
が
今
回
の
西
厳
寺
蔵

の
も
の
は
、
そ
れ
を
三
年
近
く
も
早
め
る
事
例
で
あ

っ
て
、

順
如
が
い
つ
本
願
寺
住
持
と
な

っ
た
か
を
考
証
す
る
上
で
重
要
な
歴
史
史
料
と
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
裏
書
を
書
く
こ
と
は
本
願
寺
留
守
職

を
継
承
し
た
本
願
寺
住
持
の
み
が
な
し
う
る
営
為
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
Ａ

『蓮
如

上
人
仰
条
々
』

一
八
七
や
、
B

『蓮
如
上
人
御

一
期
記
』
四
八
に
は
、
順
如
は
本

願
寺
住
持
と
な
り
、
亡
く
な
る
ま
で
そ
の
職
に
あ

っ
た
、
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
論
拠
に
、
筆
者
た
ち
は
、
順
如
は
文
明
十
五
年
五
月
二
十
九
日
に
死
去
す

る
ま
で
本
願
寺
住
持
の
地
位
に
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
そ
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
Ａ
が
死
去
す
る
ま
で
の

「十
年

ハ
カ
リ
」
と
述
べ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
は
応

仁

二

(
一
四
六
八
)
年
に
継
職
し
て
か
ら
死
去
す
る
ま
で
の

「十
余
年

ハ
カ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

で
あ

っ
た
と
述
べ
、
彼
此
合
致
せ
ず
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
順
如
の

住
持
就
任
は
、
こ
の
裏
書
か
ら
考
え
て
、
文
明
三
年
十

一
月

二
十
八
日
以
前
の
こ

と
で
あ

っ
た
と
し
て
よ
い
。

　
こ
こ
で
、
蓮
如
裏
書

の
方
便
法
身
尊
号

・
方
便
法
身
尊
像
を
年
代
順
に
見
て
い

こ
う
。
蓮
如
は
、
継
職
後
ま
も
な
く
、
籠
文
字

・
放
光

(光
明
四
十
八
条
)
の
絹

本
著
色
十
字
名
号
を
、
本
尊
と
し
て
、
「方
便
法
身
尊
号
」
と
い
う
名
称
で
、
近
江

国
を
中
心
に
各
地
の
道
場

へ
下
付
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
寛
正
六

(
一
四
六
五
)

年
の
所
謂

「寛
正
の
法
難
」
ま
で
基
本
的
に
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

一
方
、

方
便
法
身
尊
号
と
並
行
し
て
、
光
明
四
十
八
条
の
正
面
向
き

の
絹
本
著
色
阿
弥
陀

如
来
立
像
を
、
こ
れ
ま
た
本
尊
と
し
て
、
「方
便
法
身
尊
像
(形
)
」
と

い
う
名
称

で
、
い
く
つ
か
の
道
場
に
下
付
し
て
い
っ
た
。
こ
の
期
間
の
蓮
如
下
付
の
方
便
法

身
尊
像
は
、
筆
者
た
ち
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
長
禄

三

(
一
四
五
九
)
年
七
月

二
日

の
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
専
精
寺
蔵
の
も
の
、
長
禄
四
年
口
月
十
四
日
の
新
潟
県

新
井
市
照
光
寺
蔵

の
も
の
、
寛
正
二

(
一
四
六

一
)
年
八
月
二
十

一
日
の
岐
阜
県

不
破
郡
垂
井
町
徳
法
寺
蔵
の
も
の
、
文
明
元

(
一
四
六
九
)
年
十
月
八
日
の
長
野

県
長
野
市
西
厳
寺
蔵
の
も
の
、
文
明
二
年
十

一
月
八
日
の
岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町

長
久
寺
蔵
の
も
の
、
が
確
実
な
事
例
と
し
て
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
長
久
寺
蔵
の
も
の
を
最
後
に
、
こ
れ
以
降
順
如
死
去
ま
で
の
期
間
で
は
、
蓮
如

裏
書
の
方
便
法
身
尊
号
、
方
便
法
身
尊
像
の
確
実
な
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
文
明
十
五
年
五
月
二
十
九
日

ま
で
の
期
間
で
、
従
来
蓮
如
下
付
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
き
た
方
便
法
身
尊
像
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
未
調
査
の
も
の
二
点
、
な
お
検
討
を
要
す
る
も
の
二



点
は
あ
る
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
、
も
し
く
は
報
告

の
誤
り
で
あ

っ
た
。
こ
の
期
間
の
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
は
新
出
の
も
の
を

含
め
て
、
計
十
三
点
に
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
期
間
に
下
付
さ
れ
た
蓮
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
号
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
文
明
三
年
月
日
不
明
の
滋
賀
県
長
浜
市
徳
満
寺
蔵
の
も
の
と
、
文
明
九

年
四
月
五
日
の
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
本
善
寺
蔵
の
も
の

(奉
修
複
方
便
法
身
尊

号
)
の
二
点
が
、
各
種
裏
書
集
な
ど
で
報
告
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
は
別
稿
で
述
べ
た
通
り
、
該
当
す
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
裏
書
貼
付
の
紙
本
墨
書
十
字
名
号

(八
七

・
五
×
三
三

・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
が
誤
認
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
名
号
は
蓮
如
の

筆
跡
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
光
明
は
描
か
れ
ず
、
上
下
に
讃
も
付
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
裏
書

(
五
二

・
五
×
二
三

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
は
、
磨
滅
に

よ
り
判
読
し
が
た
い
が
、
実
如
の
筆
跡
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
何
か
別
の
法
宝
物
の

裏
書
が
こ
れ
に
貼
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
後
者
は
、
上
下
に
讃
を
付
す

絹
本
著
色
十
字
名
号

(
一
〇
六

・
三
×
三
七

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
、
裏
書

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
裏
書

(
四
九

・
五
×
二
〇

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
に
は
、

「奉
修
複
方
便
法
身
尊
號
/
陰
士
(花
押
)/
文
明
九
年

酉丙
四
月
五
日
/
大
和
國
吉

野
郡
/
勧
請
部
飯
貝
」
と
あ
る
が
、
筆
跡

・
花
押
に
不
審
な
点
が
多
く
、
蓮
如
裏

書
の
筆
跡
と
は
見
な
し
が
た
い
。
ま
た
、
干
支
に
も
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
の
方
便
法
身
尊
号
は
、

一
度
火
災
に
遭

っ
た
跡
が
あ
り
、
上
下
の
讃
も
当
初
の

部
分
と
補
修
さ
れ
た
部
分
と
が
混
在
し
て
い
る
。
当
初
の
部
分
は
蓮
如
の
筆
跡
と

見
ら
れ
る
が
、
補
修
し
た
部
分
は
蓮
如
の
筆
跡
で
は
な
く
、
強
い
て
言
う
な
ら
実
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如
の
筆
跡
に
似
て
い
る
。
現
在
の
裏
書
は
正
文
と
は
見
な
し
が
た
く
、
下
付
年
月

日
等
の
記
載
内
容
を
史
料
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
筆
者
た
ち
は
、

こ
の
二
点
を
蓮
如
裏
書
方
便
法
身
尊
号
の
事
例
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
判

断
し
て
い
る
。
以
上
、
こ
の
期
間
に
下
付
さ
れ
た
本
尊
で
、
確
実
に
蓮
如
裏
書
と

確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
筆
者
た
ち
は
、
こ
の
期
間
、
本

尊

(す
べ
て
方
便
法
身
尊
像
)
に
裏
書
を
し
て
い
た
の
は
、
順
如
で
あ

っ
た
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
は
順
如
が
史
料
に
記
さ
れ
る
通
り
、
本
願
寺
住
持
で
あ

っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら
順
如

の
本
願
寺
住
持
就
任
は
、
文
明
二
年

十

一
月
八
日
以
降
、
文
明
三
年
十

一
月
二
十
八
日
以
前
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
で
き
ご
と
に
、
蓮
如

の
吉
崎

へ
の
出
発
が
あ
る
。
文
明

三
年
初
夏
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
た
ち
は
、
順
如
の
住
持
就
任
と
蓮
如
の
吉
崎

へ

の
出
発
は
密
接
に
連
関
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
蓮
如
の
吉
崎

へ
の
出
発
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
で
は
、
北
陸
布
教
を
目
的
と
し
た
積
極
的
な
教

線
の
拡
大
と
い
う
文
脈
で
理
解
さ
れ
、
そ
れ
故
そ
れ
は

「吉
崎
進
出
」
な
ど
と
表

現
さ
れ
て
き
た
。
蓮
如
は
、
こ
れ
以
降
、
前
に
も
増
し
て
布
教
の
最
前
線
で
大
車

輪

の
活
躍
を
し
、
そ
の
結
果
、
北
陸
地
方
に
本
願
寺
教
団
の
勢
力
が
急
速
に
展
開

し
た
と
し
ば
し
ば
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
当
に
そ
う
理
解
し
て
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
京
都
東
山
の
大
谷
の
地
か
ら
退
却
し
、
都
に
ほ
ど
近
い
近
江
国
で
の
布
教
も
断

念
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
草
深
い
北
陸
越
前
の
吉
崎

の
地
に
赴
く

こ
と
を
、
「進

出
」
と
い
っ
た
表
現
で
理
解

・
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
筆
者
た
ち
に
は
適
切

だ
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
教
線
の
第

一
線
か
ら
の
撤
退
と
い
う
べ
き
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で
あ
ろ
う
。
ま
た
北
陸
地
方

へ
の
布
教
と
言

っ
て
も
、
こ
れ
以
降
、
こ
の
地
方
に

数
多
く
の
新
設
の
道
場
が
造
立
さ
れ
、
本
尊
が
下
付
さ
れ
て
、
末
寺

・
末
道
場
が

急
増
し
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
蓮
如
吉
崎
時
代
の
年
紀
を
持
つ
方
便

法
身
尊
像
は
、
北
陸
地
方

へ
下
付
さ
れ
た
も
の
は
現
在

一
例
も
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
北
陸
地
方
に
お
け

る
真
宗
道
場
の
広
範
な
成
立

・
展
開
は
、

も

っ
と
時
代
が
下
が
り
、
実
如
期
以
降
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら

ば
、
蓮
如
の
吉
崎

へ
の
出
発
は

「進
出
」
と
表
現
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
退
去

あ
る
い
は
閑
居
と
で
も
言
う
類
の
も
の
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
も
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
順
如
が
本
願
寺
住
持
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
蓮
如
に
と

っ
て
は
隠
居
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
こ
の
事

実
に
気
づ
か
ず
、
あ
る
い
は
形
式
的
な
隠
居
な
ど
と
し
て
過
少
に
し
か
評
価
し
て

こ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
本
願
寺
教
団
の
歴
史
や
蓮
如
の
個
人

史
を
理
解
す
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
重
要
事
項
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
蓮
如
は
、
文
明
七
年
、
加
賀

・
越
前
両
国
が

一
揆
で
混
迷
を
極
め
る
中
、
大
津

か
ら
下
向
し
た
順
如
に
付
き
添
わ
れ
て
、
河
内
国
茨
田
郡
出
口
村

へ
と
移
居
し
て

い
っ
た
。
こ
の
西
厳
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像
裏
書
に
見
え
る
本
遇
寺
が
所
在
し
た
村

で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
本
願
寺
教
団
は
少

し
つ

つ
勢
力
を
伸
長
し
、
破
却
さ
れ
た

本
願
寺
の
再
建
計
画
も
少
し
つ

つ
進
展
し
た
よ
う
で
、
や
が
て
文
明
十
年
頃
か
ら

山
科
の
地
に
本
願
寺
が
造
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
間
の
本
願
寺
住
持
は

順
如
で
あ

っ
た
。
し
か
し
山
科
の
本
願
寺

の
堂
舎
が
ほ
ぼ
完
成
と
な

っ
た
文
明
十

五
年
、
順
如
は
長
年
の
深
酒
が
禍
し
た
の
か
、
四
十

二
歳
で
死
去
し
て
し
ま

っ
た
。

順
如
に
は
男
子
が
い
な
か

っ
た
。
本
願
寺

住
持
に
は
、
再
び
蓮
如
が
復
帰
す
る
と
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こ
ろ
と
な

っ
た
。
復
職
後
の
蓮
如
は
蓄
え
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
気
に
放
出
す
る
か

の
よ
う
に
、
精
力
的
な
布
教
活
動
を
展
開
し
、
末
寺

・
末
道
場
は
急
速
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
所
謂

「寛
正
の
法
難
」
以
前
の
南
近
江
で
の
盛
ん
な
布
教
を

彷
彿
と
さ
せ
る
馬
力
と
速
度
で
あ

っ
た
。
そ
の
布
教
の
中
心
は
、
し
か
し
、
や
は

り
北
陸
地
方
で
は
な
い
。
表
3
を

一
覧
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
現
在

の
滋
賀
県

・
岐
阜
県

・
愛
知
県
を
中
心
と
す
る
地
方
で
あ

っ
て
、
こ
の
地
方
に
こ

そ
蓮
如
教
団
の
基
盤
が
築
か
れ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
下
付
年
月
日
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
裏
書
で
注
目
さ
れ
る
の
が
順
如
の
署

判
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き

た
順
如
裏
書
の
署
判

は
す
べ
て

「
釋
順
如

(花
押
)」
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
裏
書

に
は

「本
願
寺
釋
順
如
(花

押
)
」
と
、
「本
願
寺
」

の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
署
名
は
様
々
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
る
が
、
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
裏
書
の
日

付
、
文
明
三
年
十

一
月
二
十
八
日
の
時
点
で
、
順
如
は
本
願
寺
住
持
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
ら

「本
願
寺
順
如
」
と
署
名
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
順
如

自
身
、
本
願
寺
住
持
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
れ
が
本
遇

寺
に
下
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
教
団
と
し
て
順
如
が
本
願
寺
住
持
で
あ
る
こ

と
を
承
認
し
て
い
た
、
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
蓮
如
継
職
以
後
、
神
戸
町
長
久
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像
が
下
付
さ
れ
た

文
明
二
年
十

一
月
八
日
ま
で
の
、
蓮
如
裏
書
の
署
判
を
年
代
順
に
見
て
み
よ
う
。

所
謂

「寛
正
の
法
難
」
に
よ

っ
て
大
谷
の
本
願
寺
が
破
却
さ
れ
る
寛
正
六
年
ま
で

の
本
尊

(方
便
法
身
尊
号

・
方
便
法
身
尊
像
)

の
裏
書
は
、
筆
者
た
ち
が
確
認
し

た
も
の
は
す
べ
て

「大
谷
本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)」
と
い
う
署
判
が
用
い
ら
れ
て



い
る
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
尊
以
外
の
下
付
物
の
裏
書
に
も

同
様
に
こ
の
署
判
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「寛
正
の
法
難
」
以
後

は
、
比
叡
山
か
ら
問
題
と
さ
れ
た
方
便
法
身
尊
号
は
下
付
さ
れ
な
く
な
り
、
方
便

法
身
尊
像
が
わ
ず
か
に
下
付
さ
れ
た
が
、
そ

の
署
判
は
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
文
明
元
年
十
月
八
日
下
付
の
長
野
市
西
厳
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像

の
裏
書

で
は
、
第

一
行
目
は
料
紙
の
剥
落
に
よ
り
読

み
に
く
く
な

っ
て
い
る
が
、
「
釋」
の

文
字
は
判
読
で
き
、
そ
の
上
に
料
紙
は
あ

っ
て
も
墨
痕
は
な
い
。
こ
の
裏
書

の
署

判
は

「
釋蓮
如
(花
押
)」
と
あ

っ
た
と
理
解

し
て
よ
い
。
ま
た
同
二
年
十

一
月
八

日
下
付
の
神
戸
町
長
久
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像

の
裏
書

の
署
判
は
同
じ
く

「
釋
蓮
如

(花
押
)
」
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
尊
以
外

の
下
付
物
の
裏
書
も
、
署
判
は

「
釋
蓮

如
(花
押
)
」
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「寛
正
の
法
難
」
を
画
期
に
、
裏
書

の
署
判

は
、
「大
谷
本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)」
か
ら

「
釋
蓮
如
(花
押
)
」
へ
と
変
化
を
と
げ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
。
そ
れ
は
比
叡
山

の
衆
徒
に
よ
る
大
谷
本
願
寺
破
却
に

よ

っ
て
、
本
願
寺
の
建
物
が
物
理
的
に
姿
を
消
し
、
か
つ
組
織
体
と
し
て
の

「本

願
寺
」
と
い
う
団
体
も
活
動
停
止
状
態
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
蓮
如
の
生
命

こ
そ
は
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
の
、
「本
願
寺
」
自
体
が
実
質
的
に
存
在
を
失

っ
た
が

故
に
、
署
名
に

「大
谷
本
願
寺
」

の
文
言
を
付
す
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
「
釋蓮
如
」
と
い
う
署
名
は
、
本
願
寺
住
持
と
し
て
で
は
な
く
、

一
個

人
と
し
て
の
署
名
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
順
如
は

「本
願

寺
」
呼
称
を
復
活
さ
せ
て

「本
願
寺
釋
順
如
(花
押
)
」
と
署
判
を
し
た
た
め
た
。

こ
れ
は
本
願
寺
住
持
と
し
て
の
、
本
願
寺
復
興
の
宣
言
と
も
解
釈
で
き
る
。
本
願
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寺
の
復
興
は
、
蓮
如
が
前
面
に
立

っ
た
の
で
は
成
し
と
げ
が
た
い
。
そ
こ
で
順
如

が
本
願
寺
住
持
と
な
り
、
蓮
如
は
越
前
吉
崎
の
地
に
去

っ
た
。
以
後

「本
願
寺
し

は
順
如
を
前
面
に
立
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
復
興
を
目
ざ
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「本
願
寺
釋
順
如
」
の
署
名
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の

一
例
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
署
名
が
は
た
し
て
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は
、
文

明
四

・
五
年
の
裏
書

の
現
存
例
が
発
見
さ
れ
て
い
な

い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
文

明
六
年
以
降
の
、
現
存
の
順
如
裏
書

の
署
名
は
、
す
べ
て

「
釋順
如
」
と
な

っ
て

い
て
、
「本
願
寺
」
の
文
言
は
消
え
て
し
ま

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
の
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
憶
測
す
る
な

ら
、
「本
願
寺
」
文
言
の
復
活
は
、
や
や
時
期
尚
早
に
過
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

順
如
を
住
持
に
た
て
た
と
は
言
え
、
「本
願
寺
」
と
い
う
組
織
体

の
復
活
が
広
く

認
め
ら
れ
る
に
至

っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
順
如
は
以
後
、
本
願
寺

の

復
興
に
向
け
て
、
地
道
な
努
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
対
外
的
に
様

々
な
交
渉
を
継

続
し
、
経
済
力
も
充
実
さ
せ
、
吉
崎
か
ら
呼
び
戻
し
た
蓮
如
と
と
も
に
、
つ
い
に

山
科
に
本
願
寺
を
再
建
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
間
、
順
如
は
ま
た
、
仏
光

寺
経
豪
を
本
願
寺
教
団
に
参
入
さ
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
、
仏
光
寺
門
末
の
か
な

り
の
部
分
を
吸
収
し
た
。
こ
れ
は
本
願
寺
の
勢
力
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
科
本
願
寺
が
ほ
ぼ
完
成
を
み
る
文
明
十
五
年
、
順
如
は

死
去
し
、
順
如
の
署
名
に

「本
願
寺
」
文
言
が
再
登
場
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

順
如
の
死
後
は
蓮
如
が
本
願
寺
住
持
に
復
職
し
た
が
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

蓮
如
は
順
如
在
世
中
と
同
様
、
復
職
後
し
ば
ら
く
の
間
も
、
「
釋蓮
如
(花
押
)
」
と

い
う
署
判
を
用
い
て
い
た
。
だ
が
や
が
て
、
文
明
十
五
年
十

一
月
二
十
六
日
以
降
、
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本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)

同
十
六
年
六
月
二
十
口
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
時
点
か
ら
、
「本
願
寺
釋
蓮
如
(花

押
)」
と
い
う
署
判
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「本
願
寺
」
文
言
が
復
活
す
る

と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
あ
る
い
は
、
こ
の
時
点
を
も

っ
て
正
式

の
復
職
と
見
な
す
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
署
判
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
用
い
ら
れ
た
が
、
や

が
て
文
明
十
八
年
三
月
二
十
八
日
以
降
、
同
年
九
月
十
二
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の

時
点
で
署
判
は
再
度
変
化
し
、
「大
谷
本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)
」
と
な
る
。
こ
の
署

判
は
、
延
徳
元

(
一
四
八
九
)
年
八
月
に
、
実
如
に
留
守
職
を
譲
る
ま
で
用
い
ら

れ
続
け
た
。
な
お
、
実
如
継
職
後

は
実
如
が
基
本
的
に
裏
書
を
書
き
、
「大
谷
本
願

寺
釋
実
如
(花
押
)
」
と
い
う
署
判
が
用
い
ら
れ
た
が
、
ま
れ
に
蓮
如
が
裏
書
を
記

す
場
合
も
あ

っ
た
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
蓮
如
が
裏
書
を
記
し
た
の
か
は
明
ら
か

で
な
く
、
今
後
、
事
例
を
確
認
し
つ
つ
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
こ
の
時
期
の
蓮
如
裏
書
に
は
、
「
釋蓮
如

(花
押
)」
と
署
判
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多

い
。
実
如
継
職
以
降
の
蓮
如
裏
書

に
つ
い
て
は
、
今
後
な
お
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
以
上
の
裏
書
の
署
判
の
変
遷
は
、
十
五
世
紀
後
半
の
本
願
寺
の
動
向
を
考
察
す

る
上
で
基
本
的
な
情
報
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
。
今
、
蓮
如
継
職
以
後
、
実
如

継
職
ま
で
の
間
の
蓮
如
裏
書
の
署
判
の
変
遷
を
時
系
列
に
そ

っ
て
ま
と
め
て
お
く

と
、

　
　
蓮
如
継
職
以
後

「大
谷
本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)
」
↓

「寛
正
の
法
難
」
以
後

　
　

「
釋蓮
如
(花
押
)
」
↓
順
如
継
職
以
後

「
釋
蓮
如
(花
押
)
」
↓
順
如
死
去

・

　
　
蓮
如
復
職
以
後

「
釋蓮
如
(花
押
)
」
↓

「本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)
」
↓

「大

　
　
谷
本
願
寺
釋
蓮
如
(花
押
)
」
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と
な
る
。
こ
れ
は
蓮
如
の
置
か
れ
た
立
場
を
率
直
に
反
映
し
た
変
化
と
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
「本
願
寺
釋

順
如

(花
押
)」
と
い
う
署
判
は
、
こ
う
し
た
署
判
の

変
遷
を
念
頭
に
お
い
て
考
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
裏
書
に
見
え
る

「本
遇
寺
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
遇
寺
は

存
如

・
蓮
如
期
の
本
願
寺
の
側
近
が
住
持
し
た
寺
で
、
蓮
如
の
死
後
に
ま
と
め
ら

れ
た
伝
記
史
料
に
も
本
遇
寺
の
名
が
散
見
す
る
。
本
遇
寺
が
ど
こ
に
所
在
し
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
推
測
も
な
さ
れ
て
き
た
が
、
な
お
不
明
の
部
分
が
多

か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
裏
書
に
よ

っ
て
、
文
明
三
年
十

一
月

二
十
八
日
の
時
点

で
、
本
遇
寺
が
河
内
国
茨
田
郡
中
振
郷
出

口
村
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
蓮
如
は
、
文
明
七
年
八
月
、
順
如
に
付
き
添
わ
れ
て
吉
崎
を
出
発
し
、
若

狭

・
丹
波

・
摂
津
を
経
て
、
「河
内
国
茨
田
郡
中
振
郷
山
本
之
内
出
口
村
」
に
至

り
、
出

口
村
中
の
番
に
坊
舎
を
新
造
し
て
居
住
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
が
出

口
坊
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
す
で
に
金
龍
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
蓮
如

・
順
如

父
子
は
本
遇
寺
を
頼

っ
て
出

口
村
中
之
番
に
身
を
寄
せ
た
と
理
解
し
う
る
。
そ
の

本
遇
寺
の
賢
秀
に
は
、
す
で
に
四
年
弱
以
前
に
方
便
法
身
尊
像
が
順
如
に
よ

っ
て

下
付
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
順
如
に
と

っ
て
も
、
信
頼
で
き
る
末
寺
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
裏
書
は
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
も
貴
重
と

言
え
よ
う
。

　
次
に
、
こ
の
方
便
法
身
尊
像
の
伝
来
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
本
遇

寺
に
下
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
初
は
本
遇
寺
に
伝
わ

っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
が
い
ず
れ
か
の
時
点
で
寺
外
に
流
出
し
た
。
そ
の
時
点
に
つ
い
て
は

史
料
を
欠
く
が
、
本
遇
寺
は
明
治
初
期
に
廃
絶
し
た
と
い
う
か
ら
、
廃
絶
時
に
流



出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
西
厳
寺
で
は
、
現
住
職
の
手
島
恵
昭
氏
の
祖
父
に
あ

た
る
恵
明
氏
の
代
に
寺
に
入

っ
た
と
伝
え

て
い
る
。
恵
明
氏
は
明
治
年
間
、
本
山

(東
本
願
寺
)
に
勤
務
す
る
こ
と
が
あ
り
、
様

々
な
交
友

(光
善
寺
と
も
交
友
が

深
か

っ
た
と
い
う
)
の
中
で
、
こ
の
方
便
法
身
尊
像
に
出
会
い
、
縁
あ

っ
て
入
手

す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
と
い
う
。
恵
明
氏

は
西
厳
寺
に
戻

っ
た
後
、
傷
み
の
目
立

つ
表
装
を
改
め
た
。
現
在
、
表
装
裏
に
は
、
「明
治
三
十
三
年
七
月
/
西
厳
寺
常
住

物
/
願
主
恵
明
」
と
い
う
修
理
銘
が
記
さ
れ
、
費
用
を
寄
進
し
た
門
徒
八
名
の
交

名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
新
潟
市
島
見
町
で
は
、
葬
儀
な
ど
の
法
要
の
際
に
門
徒

宅
に
、
方
便
法
身
尊
像
が
貸
し
出
さ
れ
る
習
俗
が
現
在
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
際
方
便
法
身
尊
像
は
オ
タ
カ
ラ
サ
マ
あ
る
い
は
ム
ジ

ョ
ウ
ブ
ツ
と
呼
称
さ
れ
て

い
る
。
本
像
も
、
交
名
に
名
を
つ
ら
ね
る
者
の
子
孫
の
家
の
、
葬
儀
な
ど
の
法
要

の
際
に
、
近
年
ま
で
貸
し
出
さ
れ
て
き
た
と

い
う
。

　
最
後
に
、
西
厳
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
他
の
文
化
財
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く

こ
と
と
し
た
い
。
西
厳
寺
に
は
、
注
目
す

べ
き
い
く

つ
か
の
法
宝
物
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
蓮
如
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
見
ら
れ
る
初
期
真
宗
系
の
絹
本
著
色
阿

弥
陀
如
来
立
像

(
八
三

・
一
×
三
六

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
。
同
じ
く
初
期
真

宗
系
の
遺
品
と
見
ら
れ
る
、
天
地
に
描
き
表
装
を
ほ
ど
こ
し
た
絹
本
著
色
阿
弥
陀

如
来
立
像

(
一
一
九

・
二
×
四

一
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
。
阿
弥
陀
如
来
立
像

の
右
下
に
親
鸞
座
像

の
描
か
れ
る
、
絹
本
著
色
阿
弥
陀
如
来

・
親
鸞
像

(九
八

・

五
×
三
八

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
な
お
本
像
は
金
田
吉
郎
右
衛
門
寄
進
と
伝
え

る
)。
実
如
裏
書
方
便
法
身
尊
像

(六
九

・
○

×
三
二

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
厳
寺
に
は
、
か

つ
て
蒲
萄
村
の
仏
堂

に
懸
け
ら
れ
て
い
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た
と
い
う
法
宝
物
が
四
点
伝
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
大
変
貴
重
で
あ
る
。
蒲

萄
村
は
、
現
在
の
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日
村
蒲
萄
で
、
旧
出
羽
街
道
の
難
所
と
さ
れ

た
蒲
萄
峠
近
く
の
山
村
で
あ
る
。
当
地
は
、
近
世
で
は
塩
木

(薪
)
の
伐
出
し
が

主
な
収
入
源
で
あ

っ
た
が
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
、
村
上
藩
に
よ

っ
て
金
掘
り
が

行
な
わ
れ
、
鉛
を
産
出
し
て
い
た
。
金
掘
り
は
中
世
以
来
の
伝
統
を
引
く
ら
し
い
。

西
厳
寺
で
は
、
当
寺
の
開
基
が
蒲
萄
村
の
仏
堂

(薬
師
堂
と
も
観
音
堂
と
も
伝
え

る
。
ま
た
八
幡
堂
の
法
宝
物
が
仏
堂
の
法
宝
物
に
転
じ
た
と
も
伝
え
る
)
の
法
宝

物
を
請
来
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
「帰
命
盡
十
方
元
　
光
如
来
」
の
絹

本
双
鈎
　
墨
十
字
名
号

(九
〇

・
○
×
三
〇

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
、
籠
文
字

放
光
の
絹
本
著
色
六
字
名
号

(
一
〇
三

・
九

×
三
六

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
光

明
六
十
六
条
)
、
籠
文
字
放
光
の
絹
本
著
色
十
字
名
号

(
八
三

・
四
×
三
四

・
一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
光
明
四
十
八
条
)
、
絹
本
著
色
方
便
法
身
尊
像

(七
八

・
一
×

三
五

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
、
の
四
幅
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
方
便
法
身
尊
像
は
、

裏
書
を
失

っ
て
い
る
が
、
像
様
は
順
如
後
期
か
ら
蓮
如
復
職
直
後
の
、
文
明
十
五

年
頃
ま
で
の
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
写
真

Ａ
が
そ
れ
で
あ
る
。
蒲
萄
村
の
遺
品
の
内
、
他
の
三
点
が
非
本
願
寺
系

の
、
初
期

真
宗
系
の
法
宝
物
で
あ
る
の
に
、
こ
の

一
点
が
本
願
寺
下
付
物
で
あ
る
と
い
う
の

は
不
自
然
で
、
何
ら
か
の
伝
来
の
事
情
を
想
定
せ
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
小
論
の

テ
ー
マ
と
関
わ
る
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
の
で
、
写
真
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
裏

書
が
失
わ
れ
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
他
の
三
点
は
新
潟
県
岩
船
郡
の
所
謂
ワ

タ
リ

・
タ
イ
シ
系
の
初
期
真
宗
の
動
向
を
考
察
す
る
上
で
、

一
つ
の
史
料
と
な
り

う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九



　
　
　
本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)

（
十
）

　
新
潟
県
新
潟
市
勝
楽
寺
蔵
方
便
法

身
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

九
八
年
八
月
二
四
日
調
査

・
写
真
撮
影

　
新
潟
市
西
堀
通
の
大
谷
派
勝
楽
寺
に
は
、
写
真
Ｄ
に
掲
げ
た
方
便
法
身
尊
像
が

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
裏
書
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
。
写
真
Ｅ
で
あ
る
。
こ
の
方
便
法

身
尊
像
お
よ
び
裏
書
は
、
す
で
に

『真
宗
大
谷
派
名
古
屋
教
区
教
化
セ
ン
タ
ー
研

究
報
告
』
第
2
集
に
、
表
裏
の
モ
ノ
ク

ロ
ー
ム
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
裏

書
の
記
載
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た

資
料
の

一
部
に
つ
い
て
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
解
説
も
、
こ
の
資
料
に
は
付
さ
れ
て

い
な
い
。
筆
者
た
ち
の
判
読
し
た
裏
書

の
釈
文
を
次
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
写
真
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
裏
書

(
五

一
・
三
×
二
五

・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
は
お
も
て
の
絵
像
と
比
べ
て
保
存
状
態
が
好
ま
し
く
な

く
、

一
見
す
る
と
、
ま

っ
た
く
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
せ
る

状
況
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
わ
ず
か
に
文

字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
写
真
Ｅ
で
、
白
く
写

っ
て
い
る
部
分
は
現
在
の
表
装
、
茶
色
く
写

っ
て
い
る
の

は

一
つ
前
の
表
装
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
暗
く
黒

っ
ぽ
く
写

っ
て
い
る
の
が
当
初

の

表
装
で
あ
る
裏
書
の
料
紙
で
あ
る
。
裏
書
の
向
か
っ
て
右
下
の
あ
た
り
に
は
比
較

的
よ
く
料
紙
が
残

っ
て
い
る
が
、
上
半
分
お
よ
び
左
側
三
分
の

一
ほ
ど
に
は
、
料

紙
の
残

っ
て
い
る
部
分
は
あ
ま
り
な
い
。
比
較
的
よ
く
料
紙
の
残

っ
て
い
る
右
下

の
部
分
に
は
、
き
わ
め
て
見
づ
ら
い
が
、
微
か
に

「□
順
如
□
」
と
い
う
文
字
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

(部
分
拡
大
写
真
参
照
)。
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
断
裂
を

挾
ん
で
そ
の
上
と
下
に
、
「
釋」
で
あ
ろ
う
文
字

の
上
部
と
下
部

の
墨
痕
が
残

っ

て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て

「順
如
」
の
文
字
が
見
え
る
。
花
押
は
上
部
三
分
の

一

程
度
の
墨
痕
が
残

っ
て
い
る
が
、
下
部
は
料
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

「
釋」
と
見
ら
れ
る
部
分
の
上
方
に
も
料
紙
は
残

っ
て
い
る
が
、
墨
痕
は
な
く
、

文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
署
名
に
は
、
「本
願
寺
」

「大
谷
本
願
寺
」
の

文
言
は
付
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
「順
」

「如
」
は
、
文
明
十
年

の
（
四
）
安
明
寺
蔵
の
も
の
、
文
明
十

二
年
の
（
五
）
等
覚
坊
蔵
の
も
の
、
文
明
十
三
年
の

（
六
）

万
福
寺
蔵
の
も
の
、
文
明
十
五
年
の
（
十
一
）

東
本
願
寺
蔵
の
も
の
、
お
よ
び
文
明
十

三
年
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
（
三
）
浄
性
寺
蔵

の
も

の
と
近
似
す
る
書
体
と

な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「順
」
の
偏
の

「川
」
の
第
三
画
を
左
下
に
長
く
伸
ば



す
こ
と
、
「順
」
の
つ
く
り
の

「頁
」
を
き

わ
め
て
簡
略

に

一
筆
で
書
く
こ
と
、

「如
」
を
横
長
に
、
か
つ

「順
」
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
や
や
右
に
寄
せ
る
よ
う
に

書
く
こ
と
、
な
ど
が
前
述
の
順
如
裏
書
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
裏
書
も
、

こ
れ
ら
文
明
十
年
以
降
の
順
如
裏
書
の
署
名
と
共
通
す
る
筆
跡
と
な

っ
て
い
る
。

花
押
に
関
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
他
の
事
例
と
比
較
で
き
る
ほ
ど
に
は
、
墨
痕
が

残

っ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
次
に
、
裏
書
全
体
の
中
央
よ
り
向
か
っ
て
や
や
右
側
下
方
に
、
下
付
年
月
日
が

記
さ
れ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る

(部
分
拡
大
写
真
参
照
)。
ま
ず
上
部
の
白
く

写

っ
て
い
る
小
さ
な
断
裂
を
挾
ん
で
、
「文
明
」
と
い
う
文
字
が
見
て
取
れ
る
。
(
十
一
)

で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
順
如
裏
書
の

「文
明
」
は
、
蓮
如
裏
書
の

「文
明
」
と
よ

く
似
た
書
風
で
あ
る
が
、
順
如
裏
書
の

「文
」
は
、
蓮
如
裏
書
と
比
し
て
や
や
横

長
に
書
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
「明
」
の
偏

は
、
順
如
裏
書

・
蓮
如
裏
書
と
も
に

「
　」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

つ
く
り
の

「月
」
は
、
順
如
裏
書
の
方
が
蓮
如
裏

書
よ
り
も
や
や
幅
広
く
書
か
れ
て
い
る
。

「文
明
」
に
続
い
て
、
「十

二
」
お
よ
び

「歳
」
の
上
部
半
分
が
見
え
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
順
如
裏
書
の
年
紀

の
表
記
は
、
（
四
）
安
明
寺
蔵

の
文
明
十
年
十

一
月
三
日
の
も
の
ま
で
は

「年
」
が
用

い
ら
れ
、
㈹
等
覚
坊
蔵

の
文
明
十

二
年
月
日
判
読
不
能
の
も
の
か
ら
後
は

「歳
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
勝
楽
寺
蔵

の
も
の
も
、
文
明
十

二
年
の
下
付
で
あ

っ

て
、
（
五
）
等
覚
坊
蔵
の
も
の
と
な
ら
ん
で
、

「年
」
か
ら

「歳
」
へ
の
移
り
変
わ
り
を

示
す
事
例
と
な
ろ
う
。
な
お
、
「歳
」
の
下
半
分
以
下
の
部
分
に
は
、
断
裂
が
あ

っ

て
、
料
紙
が
残

っ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
月
日
の
記
載
を
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
「歳
」
の
下
の
白
く
写

っ
て
い
る
部
分
の
向
か

っ
て
右
の
方
に
、
干
支
の
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干
の

「辛
」
が
読
み
取
れ
る
。
左
側
の
支
の
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
個
所
に
も
何
か

し
ら
墨
痕
が
あ
る
が
、
文
字
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の

「辛
」
の
書

体
は

一
風
変
わ

っ
て
お
り
、
「
　
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
（
三
）
浄
性
寺
蔵
の

も
の
、
（
六
）
万
福
寺
蔵

の
も
の
の
二
点
に

「辛
」
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
も
こ
れ
と

ま

っ
た
く
同
じ
書
体
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
蓮
如
裏
書

の

「辛
」
の
書
体
も
、

順
如
裏
書

の
も
の
に
似
て
お
り
、
通
行

の
字
体
と
比
べ
て

一
画
多
く
、
「
　」
と
い

う
書
体
に
な

っ
て
い
る
。
さ
て
、
文
明
十
二
年
の
干
支
は

「庚
子
」
で
あ
る
の
で
、

こ
の
裏
書

に
も
誤

っ
た
干
支
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

に
も
指
摘
し
て
き
た
が
、
順
如
裏
書
に
は
、
干
支
の
誤
り
が
ま
ま
見
ら
れ
、
今
回

紹
介
す
る
三
例
も
す
べ
て
干
支
が
誤

っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
順
如
裏
書
一
三

例

の
内
、
年
紀
と
干
支
の
部
分
が
判
読
で
き
る
も
の
は
九
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
実

に
五
例
の
干
支
に
錯
誤
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
署
判
と
下
付
年
以
外
の
部
分
は
、
料
紙
の
残
り
が
良
く
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど

文
字
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
上
部
の
主
題
の

「方
便
法
身
尊
像
」
と
書
か

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
個
所
に
は
、
数
文
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
が
、
文
字
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
通
例
な
ら
ば
充
所
お
よ
び
願
主
名
の
書
か
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
あ
た
り
は
、
ほ
と
ん
ど
料
紙
が
残

っ
て
お
ら
ず
、
ま

っ
た
く
文
字
を
検
出
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
次
に
絵
像

の
像
様

に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
光
明
は
、
四
十
八
条
の
光

明
の
内
、

二
条
が
真
上

・
真
下
に
ま

っ
す
ぐ
に
突
き
抜
け
る
形
式
と
な

っ
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
、
光
明
が
頭
部

の

一
点
か
ら
照
射
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
身
全
体
か

ら
照
射
さ
れ
る
所
謂
身
光

の
形
式
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
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願
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如
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書
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(三
)

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像
の

通
規
の
形
式
で
あ
る
。
全
体
の
造
型
は
、
仏
身
に
あ
ま
り
凹
凸
が
見
ら
れ
ず
、
平

面
的
な
印
象
を
受
け
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
（
二
）
光
恩
寺
蔵

の
も
の
、

（
五
）

等
覚
坊
蔵

の
も
の
、
（
八
）
真
光
寺
蔵
の
も

の
、
別
稿
で
紹
介
し
た
梅
本

一
族
蔵
の

も
の
、
な
ど
と
共
通
し
、
各
部
位
の
実
測
値
も
近
似
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
こ
の
勝
楽
寺
蔵
の
も
の
と
な
ら
ん
で
比
較
的
保
存
状
態
の
良
好
な
、

文
明
十
三
年
二
月
下
付
の
光
恩
寺
蔵
の
も

の
と
は
、
見
た
目
の
印
象
、
数
値
と
も

極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
衣
の
袈
裟
田
相
部
の
截
金
は
、
卍
繋
ぎ
文
と

な

っ
て
い
る
。
前
稿
付
（
一
）
で
紹
介
し
た
、
文
明
十
五
年
六
月
六
日
蓮
如
下
付
の
光

雲
寺
蔵
の
も
の
も
含
め
て
、
こ
こ
に
列
挙

し
た
も
の
が
、
順
如
後
期
か
ら
順
如
死

去
直
後
ま
で
の
時
期
の
、
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像

の
標
準
的
な
タ
イ
プ
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
、
勝
楽
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像
お
よ
び
裏
書
は
、
文
明
十

二
年
順
如
下
付
の

も
の
が
表
裏

一
体
と
な

っ
て
今
日
に
伝
わ
る
、
貴
重
な
遺
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
勝
楽
寺
に
は
、
貴
重
な
史
料
で
あ
り
文
化
財
で
あ
る
法
宝
物
が

数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

の
紹
介
に
因
ん
で
注
目

し
て
お
き
た
い
の
が
、
文
明
三
年
三
月
五
日
蓮
如
下
付
の
蓮
如
影
像

(
八
七

・
二

×
三
八

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
裏
書

の
写
真

(写
真

Ｆ
)
と
、
影
像
の
向
か

っ
て
右
端
上
方
よ
り
三
分
の

一
あ
た
り
の
位
置
に
墨
書
さ

れ
て
い
る
銘
の
拡
大
写
真

(写
真
Ｇ
)
と
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
影
像
全
体
の
写

真
は
、
前
掲
の

『真
宗
大
谷
派
名
古
屋
教

区
教
化
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第
2
集

の
二
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
裏
書

(四
二
二
二
×
二
六

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
は
、
現
在
、
別
幅
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
釈
文
を
次

に
掲
げ
る
。

　
こ
の
裏
書
は
主
題
を
欠
い
て
い
る
が
、
こ
の
様
式
は
、
文
明
初
年
ま
で
の
蓮
如

影
像
の
裏
書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
署
判
は

「
釋蓮
如
(花
押
)」
と
な

っ
て

お
り
、
「本
願
寺
」
「大
谷
本
願
寺
」
の
文
言
を
伴

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
（
九
）
で
述

べ
た
よ
う
に
、
所
謂

「寛
正
の
法
難
」
以
降
、
順
如
死
去
後

の
文
明
十
五
年
ま
で

の
蓮
如
裏
書
に
見
ら
れ
る
署
判
の
形
式
で
あ
る
。
ま
た
お
も
て
の
影
像
に
は
、
蓮

如
の
筆
跡
で
、
「本
願
寺
前
住
釋
蓮
如
」
と
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
影
像
と
裏

書
は
、
本
来
的
に

一
体
の
も
の
と
判
断
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
か
ら
、
文
明
三

年
三
月
の
時
点
で
、
蓮
如
は
自
ら
を

「本
願
寺
前
住
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
方
便
法
身
尊
像
を
下
付
し
て
い
た
時
期
の
順
如
の
立
場

を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
順
如
死
去
以
前
に
、
蓮



如
に
よ

っ
て
下
付
さ
れ
た
蓮
如
影
像
の
銘
お
よ
び
裏
書
の
主
題
の
文
言
は
、
他
の

下
付
物
を
含
め
た
裏
書
の
署
判
の
形
式
と
と
も
に
、
順
如
と
蓮
如
の
立
場
を
考
察

す
る
上
で
の
重
要
な
史
料
と
な
る
。
今
後
と
も
同
様
な
事
例
の
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
裏
書
に
記
載
さ
れ
た
充
所
は
、
勝
楽
寺

の
故
地
で
あ
る
加
賀
国
能
美
郡
安
宅
の

地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
寺
が
現
在
地

へ
移
転
し
た
の
は
、
近
世
に
な

っ
て
か

ら
の
こ
と
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
期

は
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。
現
在
地
の

新
潟
市
西
堀
通
は
寺
院
の
建
ち
並
ぶ
寺
町
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
寺
町
の
形
成

は
江
戸
時
代
初
期
の
こ
と
と
い
う
。
勝
楽
寺
も
寺
町
の
形
成
と
と
も
に
現
在
地
に

寺
基
を
構
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
加
賀
以
前
の
勝
楽
寺
の
ル
ー
ツ
は
、
三
河

の
和
田
門
徒
に
源
流
を
持

つ
よ
う
で
あ
る
。

　

他
に
、
当
寺
に
は
、
初
期
真
宗
系

の
遺
品
と
考
え
ら
れ
る

「帰
命
盡
十
方
無
礙

　
如
来
」
の
絹
本
双
鈎
　
墨
十
字
名
号

(
一
〇
八

・
七
×
三
三

・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
)
、
蓮
如
筆
と
判
断
で
き
る
真
書
体
の
紙
本
墨
書
九
字
名
号

(九
七

.
○

×

三
六

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
、
同
じ
く
蓮
如
筆
と
判
断
で
き
る
双
幅

の
紙
本
墨

書
正
信
偶
文

(九
六

・
一
×
三
七

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
九
六

・
一
×
三
七

・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
、
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

研
　
究
　
紀
　
要
　
5

（
十
一
）

　
京
都
市
下
京
区
東
本
願
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
六
年

一
一
月
二
七
日
調
査

　
真
宗
大
谷
派
本
山
東
本
願
寺
に
は
、
次
に
釈
文
を
掲
げ
た
裏
書
を
貼
付
す
る
方

便
法
身
尊
像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
方
便
法
身
尊
像
は
、
か
つ
て
蓮
如
裏
書

の
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
裏
書
文
言
の
内
容
な
ど
か
ら
、
順
如
裏
書

の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
前
稿
註
18
で
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
前
稿
[補
記
三
]
に
記
し
た
よ
う
に
、

一

九
九
六
年
十

一
月
に
大
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「蓮
如
上
人
展
」
に
、
順
如
裏
書

の
も
の
と
し
て
出
展
さ
れ
、
筆
者
た
ち
も
実
見
し
て
、
順
如
裏
書
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
七
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
福
井
県
立
美
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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館

・
高
岡
市
立
博
物
館

・
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た

「蓮
如
上
人
展
」

で
も
公
開
さ
れ
、

一
九
九
七
年
十

一
月
に
、
大
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「特
別
展

『蓮
如
上
人
』
」
で
も
、
再
度
出
展
さ
れ
た
。
最
初
の
大
谷
大
学
で
の
展
覧
会
の
図

録

に

は

、
表

裏

の

モ

ノ
ク

ロ
ー

ム
写

真

が

掲

載

さ

れ

、

福

井

.
高

岡

.
岐

阜

で

の

展
覧
会
の
図
録
に
は
、
表
裏
の
カ
ラ
ー
写
真
と
裏
書
釈
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
再
度

の
大
谷
大
学
で
の
展
覧
会
の
図
録
に
も
、
表
裏
の
カ
ラ
ー
写
真
と
裏
書
釈
文
が
掲

載
さ
れ
た
。
写
真
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
図
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

一
九
九
六
年
の
大
谷
大
学
で
の
展
覧
会
で
は
、
展
示
方
法
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、

お
も
て
の
絵
像
と
、
裏
に
貼
付
さ
れ
た
裏
書
の
双
方
が
同
時
に
実
見
で
き
る
状
態

と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
折
、
同
大
学
の
木
場
明
志
氏

・
草
野
顕
之
氏
の
ご
高
配
を

得
て
、
こ
の
方
便
法
身
尊
像
な
ら
び
に
裏
書
を
実
見
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
て
、
こ
の
裏
書

(五
三

・
○
×
三
〇

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)
を

一
見
す
る

と
、
第

一
行
目
の
署
判
の
部
分
が
通
例
よ
り
上
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
こ
の
裏
書
を
観
察

す
る
と
、
料
紙
に
縦
横
に
切
れ
目
の
あ

る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
縦
の
切
れ
目
は
、
釈
文
に
も
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

第

二
行
目
の

「文
明
十
五
歳
」
の
行
の
す
ぐ
右
側
に
見
ら
れ
る
。
「歳
」
の
下

の
干

支
は
、
「癸
寅
」
の
う
ち
、
「寅
」
は

「歳
」
の
左
下
の
通
例
の
位
置

に
あ

る
が
、

「癸
」
は
、
「歳
」
や

「寅
」
の
位
置
を
基
準
と
す
る
と
、
切
れ
目
を
挾
ん
で
、

一

三

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の

「癸
」
と
第

一
行

目
の
署
判
は
、
現
状
で
も

一
紙
で
あ
る
か
ら
、
縦
の
切
れ
目
よ
り
右
側
を
、

=
二

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
方

へ
移
動
さ
せ
れ
ば
、
署
判

.

「癸
」
と
も
に
自

然
な
位
置
と
な
る
。
こ
の
縦
の
切
れ
目
は
、
横
の
切
れ
目
と
と
も
に
、
意
図
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

切
断
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
、
長
い
時
間
を
経
る
間
に
、
お
も
て
の
表
装

・
絵

の
料
絹
な
ど

の
影
響
で
、
裏
書
の
料
紙
が
破
断
し
て
し
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
状
態
の
裏
書
は
往

々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
の
場
合

に
は
、
修
補
等
の
際

の
貼
り
あ
わ
せ
が
適
切
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
見

ら
れ
る
よ
う
な
状
態
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
裏
書
の
記
載
内
容
を
逐
次
検
討
し
て
み
よ
う
。
第

一
行
目
の
署
判
の
部

分
は
、
花
押
の
下
部
が
磨
滅
と
剥
落

に
よ

っ
て
若
干
見
づ
ら
く
な

っ
て
い
る
が
、

「
釋順
如
(花
押
)」
と
判
読
し
て
問
題
な
く
、
順
如
裏
書
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
署
名

・
花
押
と
も
、
こ
の
部
分
の
判
読
で
き
る
他
の
順
如
裏
書
と
比
較
し
て
、

極
め
て
よ
く
似
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
花
押
は
、
文
明
十
二
年

の
（
五
）
等
覚
坊
蔵

の
も
の
、
文
明
十
三
年
の
因
万
福
寺
蔵
の
も
の
な
ど
と
酷
似
し
て
お
り
、
文
明
十

五
年
段
階
の
も
の
と
し
て
ま
こ
と
に
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
に
紹
介

し
て
き
た
順
如
裏
書
で
は
、
文
明
三
年
の
（
九
）
西
厳
寺
蔵
の
も
の

一
点
を
除
い
て
は
、

署
名
に

「本
願
寺
」
「大
谷
本
願
寺
」
の
文
言
が
見
ら
れ
な

い
が
、
こ
の
東
本
願
寺

蔵
の
も
の
も
、
他
の
順
如
裏
書
と
同
様
に
、
「
釋順
如
」
と
の
み
署
名
さ
れ
て
い

る
。

　

第

二
行
目
の
下
付
年
月
日
の
部
分
に
は
、
「文
明
十
五
歳
寅
癸
三
月
廿

一
日
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
「文
」
「明
」
「十
」
「月
」
「三
」
「日
」
な
ど
は
、
他
の
順
如
裏

書

の
筆
跡
と
酷
似
す
る
。
こ
の
う
ち

「文
」
と

「明
」
は
、
同
時
期
の
蓮
如
裏
書

と
も
よ
く
似
て
お
り
、
特
に
、
「明
」
の
偏
を

「
い
」
と
書
く
の
は
蓮
如
裏
書

・
順

如
裏
書

に
共
通
す
る
の
だ
が
、
た
だ
順
如
裏
書
で
は
、
「文
」
が
蓮
如
裏
書
の
文
字

に
比
べ
て
よ
り
横
長
の
形
態
と
な
る
こ
と
、
「明
」
の
つ
く
り
の

「月
」
が
蓮
如
裏



書
に
比
べ
、
や
や
横
幅
が
広
く
書
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
色
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
特
色
は
、
単
独
の

「月
」

の
場
合
に
も
見
て
取
れ
、
同
時
期
の
蓮

如
裏
書
と
順
如
裏
書
と
を
判
別
す
る

一
つ
の
基
準
と
な
ろ
う
。
ま
た

「廿
」
は
、

前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
（
一
）
西
琳
寺
蔵

の
も
の
、
因
万
福
寺
蔵
の
も
の
と
同

様
に
、

「
　」
と
い
う
書
体
が
用

い
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
年
紀
の
表
記

に
は

「歳
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分

の
判
読
で
き
る
順
如
裏
書

の
う
ち
、
文

明
十
年

の
（
四
）
安
明
寺
蔵

の
も
の
ま
で
が
、
「年
」
と
な

っ
て
お
り
、
文
明
十

二
年

の

（
五
）

等
覚
坊
蔵

の
も
の
以
降
が

「歳
」
と
な

っ
て
い
る
と
前
稿
で
指
摘
し
た
が
、
今

回
紹
介
す
る
三
例
も
、
文
明
三
年

の
（
九
）
西
厳
寺
蔵
の
も
の
が

「年
」
と
な

っ
て
お

り
、
文
明
十

二
年

の
（
十
）
勝
楽
寺
蔵

の
も

の
と
、

こ
の
東
本
願
寺
蔵

の
も

の
が

「歳
」
と
な

っ
て
い
る
。
干
支
は
左
右
に
幅
を
広
め
に
と

っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

例
に
よ
っ
て
、
干
支
に
は
誤
り
が
見
ら
れ

る
。
文
明
十
五
年
の
実
際

の
干
支
は

「癸
卯
」
で
あ
る
が
、
こ
の
裏
書
に
は

「癸
寅
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
確
認
で
き
た
順
如
裏
書
一
三

例
の
内
、
年
紀
と
干
支
の
双
方
が
判
読
で
き
る
も

の
は
九
例
あ
る
が
、
実
に
五
例
に
干
支
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
な
る
と
、
こ

の
干
支
の
錯
誤
は
順
如
裏
書
の
特
色
と
す

る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
文
明
十
五
年
三
月
廿

一
日
と
い
う
下
付
年
月
日
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ

て
い
る
順
如
裏
書

の
中
で
、
も

っ
と
も
新

し
い
も
の
で
、
同
年
五
月
二
十
九
日
の

順
如
死
去
の
二
か
月
強
前
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
裏
書
は
、
（
七
）
西
岸
寺
蔵
裏
書
の

同
年
三
月
七
日
に
続
く
事
例
と
な
り
、
順
如
が
死
去
す
る
ま
で
本
願
寺
住
持

で

あ

っ
た
と
す
る

『蓮
如
上
人
仰
条

々
』

一
八
七
や
、
『蓮
如
上
人
御

一
期
記
』
四
八

の
記
述
を
裏
付
け
る
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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上
段
の
主
題
の

「口
便
法
身
尊
像
」
は
、

一
文
字
目
が
現
状
で
は
擦
れ
て
し

ま

っ
て
い
る
が
、
方
便
法
身
尊
像
と
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
て
何
ら
問
題
は
な
い
。

「像
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
部
分
の
判
読
で
き
る
順
如
裏
書
と
共
通
し

て
い
る
。
ま
た
書
体

・
書
風
も
他
の
順
如
裏
書

の
筆
跡
と
よ
く
共
通
す
る
。
主
題

の
下
の
左
右
に
は
、
主
題
と
や
や
間
隔
を
お
い
て
、
「文
明
十
五
歳
寅
癸
三
月
廿

一

日
」
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
か
ら
、
充
所
が
二
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
行
は
、

必
ず
し
も
近
接
し
て
配
列
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

事
例
と
比
較
し
て
、
蓮
如
裏
書
に
近

い
よ
う
な
字
配
り
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
二

行

の
字
配
り
は
、
書
き
出
し
の
高
さ
と
と
も
に
、
字
配
り
に
安
定
性
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
文
明
十
年
以
降

の
順
如
裏
書
と
し
て
は
、
や
や
異
例

の
も
の
と
も
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
充
所

の
記
載

は

「
三
河
國
幡
頭
郡
吉
良
庄
/
勝
　

寺
門

徒
」
と
な

っ
て
い
る
。
「河
」
「國
」
「郡
」
「門
」
「徒
」
な
ど
は
、
他
の
順
如
裏
書

と
よ
く
共
通
す
る
筆
跡
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た

「庄
」

の
書
体
は
、
前
稿
で
も
指

摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
字

の
見
ら
れ
る
、
（
二
）
光
恩
寺
蔵

の
も
の
、
（
五
）
等
覚
坊
蔵

の
も
の
、
（
七
）
西
岸
寺
蔵

の
も
の
と
同
様
、
「
　」
と
い
う
独
特
の
書
体
が
使
わ
れ
て

い
る
。
充
所
の
固
有
名
詞
の
用
字
法
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。

「三
河
國
」

は
、
（
二
）
光
恩
寺
蔵

の
も
の
、
（
六
）
万
福
寺
蔵
の
も
の
で
は
、
い
ず
れ
も

「参
河
國
」

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
東
本
願
寺
蔵
の
も
の
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
蓮
如
裏

書
に
は
、
「参
河
國
」
「参
川
國
」
「参
州
」
の
例
は
あ
る
が
、
「
三
河
國
」
と
な

っ

て
い
る
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
「幡
頭
郡
」
に
つ
い
て
は
、
順

如
裏
書
に
は
比
較
す
る
例
が
な
い
。
蓮
如
裏
書
の
場
合
は
通
例
の
用
字
で

「幡
豆

郡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
裏
書
の

「頭
」
は
、
誤
字
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
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本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)

あ
ろ
う
が
、
音
通
で
あ
る
の
で
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
「勝
　
寺
」
は
、
（
二
）
光
恩
寺

蔵
の
も
の
で
は
、
こ
の
東
本
願
寺
蔵
の
も
の
と
同
様
か
、
も
し
く
は

「
　」
と
で

も
判
読
す
べ
き
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蓮
如
裏
書
の
場
合
は
、
す
べ
て
の
事
例

を
実
見
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多

く
は

「勝
万
寺
」
と
書
か
れ
る
が
、
「勝

楊
寺
し
に
近
い
書
体
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　
充
所
の
記
載
形
式
は
、
「三
河
國
幡
頭
郡
吉
良
庄
」
と
、
最
初
に
道
場
所
在
地
を

書
き
、
次
に

「勝
　
寺
門
徒
」
と
手
次
関
係
を
示
し
て
終
わ
る
も
の
と
な

っ
て
い

る
。
寺
院

・
道
場
の
所
在
地
を
最
初
に
記
し
、
次
に
手
次
関
係
を
示
す

「○
○
門

徒
」
を
記
し
て
終
え
る
充
所
の
記
載
形
式

は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
通
り
、

順
如
裏
書
の
特
色
で
あ
る
。
（
二
）
光
恩
寺
蔵

の
も
の
、
（
三
）
浄
性
寺
蔵
の
も
の
、
（
四
）
安

明
寺
蔵

の
も
の
、
別
稿
で
紹
介
し
た
松
橋
家
蔵
の
も
の
、
梅
本

一
族
蔵
の
も
の
、

そ
し
て
こ
の
東
本
願
寺
蔵
の
も
の
、
の
六
点
に
こ
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

蓮
如
裏
書

・
実
如
裏
書
に
は
見
ら
れ
な
い
、
順
如
裏
書
独
特
の
充
所
の
記
載
形
式

で
あ
る
。
最
終
行
の
願
主
の
記
載
は
、
「願
主
釋
了
頓
」
と
な

っ
て
お
り
、
文
明
十

二
年
以
降
の
他
の
順
如
裏
書

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
願
主
名
に

「
釋」
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
順
如
裏
書
と
同
様

、
「願
主
」
と

「
釋
了
頓
」
と

の
間
に

は
、

一
文
字
分
程
度
の
空
白
は
な
く
、
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
次
に
絵
像
の
像
様
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
絵
像
を

一
見
す
る
と
、

如
何
に
も
新
し
い
近
世
以
降
の
も
の
で
あ

る
と
の
印
象
を
受
け
る
。
本
願
寺
下
付

の
方
便
法
身
尊
像
の
像
様
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
別
稿
や
前
稿
付
（
一
）
で
述
べ
、
順

如
期
以
前
お
よ
び
順
如
期
の
も
の
と
、
蓮
如
復
職
以
降
の
も
の
と
に
は
、
光
明
の

描
か
れ
方
に
明
瞭
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
す
な
わ
ち
、
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表
3
の
1
か
ら
21
ま
で
の
事
例
で
は
、
後
世
の
改
変
な
ど
の
あ
る
も
の
を
除
け
ば
、

ま

っ
す
ぐ
上
下
に
突
き
抜
け
る
光
明
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
よ
り
後
の
も

の
で
は
、
上
下
に
突
き
抜
け
る
光
明
は
描
か
れ
な
く
な
り
、
上
方
は
Ｖ
字
型

(下

方
は
　
字
型
)
に
照
射
さ
れ
る
光
明

へ
と
変
化
す
る
。
こ
の
絵
像
は
、
現
状
で
は
、

光
明
が
Ｖ
字
型
の
形
式
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
光
明
の
形
式
と
い
う
点
か
ら
見
れ

ば
、
新
し
い
時
代
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
九
九
六
年
の
大
谷
大

学
で
の
展
覧
会
の
図
録
の
解
説
で
は
、
裏
書
と
絵
像
の
像
様
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
「表
の
尊
像
は
近
世
の
も
の
で
、
下
付
さ
れ
た
当
初
の
像
は
失
わ
れ
、
後
世

の
像
に
裏
書
の
み
が
貼
付
さ
れ
て
伝
来
し
た
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、

福
井

・
高
岡

・
岐
阜
で
の
展
覧
会
の
図
録
の
解
説

(草
野
顕
之
氏
執
筆
)
で
は
、

そ
れ
と
は
異
な
り
、
「画
像
そ
れ
自
体
は
江
戸
時
代
に
大
幅
な
修
補
が
加
え
ら
れ

て
い
る
が
、
当
初
の
光
背
の
影
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
初
の
も
の
と
判
断

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
筆
者
た
ち
も
こ
の
絵
像
を

実
見
し
た
際
に
、
現
状
の
光
明
と
重
な
り
あ
う
よ
う
に
、
そ
の
下
側
に
、
上
方
に

ま

っ
す
ぐ
に
突
き
抜
け
る

一
条
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
絵
像
は
、
文

明
十
五
年
の
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
上
下
に
突
き
抜
け
る
光
明
の
描
か
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
現
状
と
な

っ
た
の
は
、
像
様
か
ら
見
て
、

近
世
以
降
の
こ
と
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
ま
た
仏
身
の
大
き
さ
な
ど
に
さ
ほ
ど
大
き

な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
各
部
位
の
実
測
値

(表
2
参
照
)
は
、

（
三
）

浄
性
寺
蔵
の
も
の
に
近
い
値
と
な

っ
て
い
る
。
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像
の

像
様
は
、
「奉
修
復
」
の
裏
書
の
付
さ
れ
て
い
る
（
一
）
西
琳
寺
蔵
の
も
の
を
除
け
ば
、

（
二
）

光
恩
寺
蔵
の
も
の
、
（
五
）
等
覚
坊
蔵
の
も
の
、
（
八
）
真
光
寺
蔵
の
も
の
、
（
十
）
勝
楽
寺



蔵
の
も
の
、
別
稿
で
紹
介
し
た
梅
本

一
族
蔵

の
も
の
な
ど
が
、
各
部
位
の
実
測
値

が
近
似
し
て
お
り
、
見
た
目
の
印
象
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

が
、
順
如
後
期
の
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像

の
標
準
的
な
タ
イ
プ
で
あ

っ
た
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

一
方
、
（
三
）
浄
性
寺
蔵
の
も
の
や
、
こ
の
東
本
願
寺
蔵

の
も
の
、
（
六
）
万
福
寺
蔵

の
も
の
な
ど
の
よ
う
に
、
少
し
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
方
便
法

身
尊
像
も
下
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
順
如
期
以
前
の
、
長
禄
三
年
か
ら

文
明
三
年
に
か
け
て
、
蓮
如
が
下
付
し
た
方
便
法
身
尊
像
の
確
実
な
事
例
は
、
（
九
）

で
述
べ
た
よ
う
に
五
例
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
内
、
お
も
て
の
絵
像
に
つ
い
て

検
討
を
要
す
る
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
徳
法
寺
蔵
の
も
の
を
除
い
て
は
、
描
か
れ

る
阿
弥
陀
如
来
の
総
高

(蓮
台
下
端
か
ら
光
輪
上
端
ま
で
)
が
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
事
例
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
点
数
を
増
や
し
て
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
得

て

い
る
デ
ー
タ
か
ら
は
、
順
如
期
に

な

っ
て
、
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像
の
大
き
さ
に
多
様
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
東
本
願
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像
が
、
東
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
伝
来

の
経
緯

・
時
期
に
つ
い
て
は
、
伝
え
が
な
く
、
不
明
と

の
こ
と
で
あ
る
。

当
初
の
下
付
先
、
原
所
蔵
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
裏
書
充
所
に
記
さ
れ
た

「三

河
國
幡
頭
郡
吉
良
庄
」
に
所
在
し
た
道
場
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
吉
良
庄
は
、

現
在
の
愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
か
ら
西
尾
市
に
か
け
て
の

一
帯
と
さ
れ
て
い
る
が
、

荘
園
と
し
て
の
吉
良
庄
の
範
囲
と
、
戦
国
期

の
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る

「吉
良
庄
」
と
を
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「吉
良

庄
」
の
記
載
だ
け
で
は
、
広
汎
な
領
域
を
含
む
も
の
と
な
り
、
現
在
の
特
定
の
寺

　
　
　
研
　
究
　
紀
　
要
　
5

院
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
近
世
に
勝
鬘
寺
が
門
末
の
法
宝
物
を

調
査
し
て
、
所
蔵
す
る
法
宝
物
お
よ
び
裏
書
を
書
き
上
げ
た

『末
寺
触
下
絵
讃
之

控
』
に
は
、
該
当
す
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『末
寺
触
下
絵
讃
之
控
』
は
、

必
ず
し
も
当
時
存
在
し
た
法
宝
物

(現
存
す
る
事
例
も
あ
る
)
を
完
全
に
網
羅
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
の
み
か
ら
い
ち
が
い
に
判
断
は
で
き
な
い
が
、

か
な
り
早
い
時
期
に
、
こ
の
方
便
法
身
尊
像
が
三
河
か
ら
流
出
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
ろ
う
。
こ
の
当
初
の
下
付
先

・
所
蔵
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
待
ち

た
い
。

　
以
上
、
東
本
願
寺
現
蔵
の
方
便
法
身
尊
像
お
よ
び
裏
書
は
、
本
来
的
に

一
体
の

も
の
と
判
断
し
て
よ
く
、
文
明
十
五
年
三
月
廿

一
日
と
い
う
下
付
年
月
日
は
、
こ

れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
順
如
裏
書
の
中
で
も

っ
と
も
新
し
い
も
の
と
な
る
。
こ

の
裏
書
は
、
順
如
が
死
去
す
る
ま
で
本
願
寺
住
持
で
あ

っ
た
と
の
所
伝
を
確
認
す

る
貴
重
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

　
　

［註
］

(1
)
関
連
す
る
論
考
に
、
吉
田
一
彦

・
脊
古
真
哉

「湖
北
の
浄
土
真
宗
関
係
史
料
(
一
)」

　
　

(『寺
院
史
研
究
』
五
　

一
九
九
六
年
)
が
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
論
文
を
別

　
　
稿
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

(2
)
『新
潟
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
寺
院
Ⅲ

(新
潟
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八
年
)。

(3
)
金
龍
静

『蓮
如
上
人
の
風
景
』
(本
願
寺
出
版
社
　

一
九
九
八
年
)
九
八
頁
。

(4
)
木
村
壽

・
上
場
顕
雄

「摂
河
泉
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
展
開
」
(浄
土
真
宗
教
学
研

　
　
究
所

・
本
願
寺
史
料
研
究
所
編

『講
座
蓮
如
』
第
六
巻
　
平
凡
社
　

一
九
九
入
年
)。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
本
願
寺
順
如
裏
書

の
方
便
法
身
尊
像

(三
)

(
5
)

こ
の
西
厳
寺
蔵
方
便
法
身
尊
像
裏
書

の
文
明
三
年
十

一
月

二
十

八
日
以
前

の
日
付

を

　

も

つ
、
蓮
如
裏
書

の
方
便
法
身
尊
像

の
確
実
な
事
例

は
、
後
述
す

る
よ
う

に
、
現
在

五

　

例
が
確
認

で
き

る
。
そ
の
内

、
最

も
早

い
事

例
で
あ
る
岐
阜
県

不
破
郡
垂
井
町
専
精
寺

　

蔵

の
長
禄

三
年
七
月

二
日
下
付

の
も

の
が

「形
」

と
な

っ
て

い
る
が

、
他

の
四
例

は

　
　

「像
」
と
な

っ
て
い
る
。

(
6
)
文
明
十

一
年
十

二
月
日
付
御
文

(堅

田
修
編

『
真
宗
史
料
集
成
』
第

二
巻
　
同
朋
舎

　
　
　
一
九
七
七
年
)
。

(
7
)
僧
尼
が

「釈
」
を
も

っ
て
姓
と
す

る
こ
と

は
、

中
国

仏
教

の
確
立

者

の

一
人

道
安

　
　

(
三
一
二

～

三
八
五
)
に
よ

っ
て
開
始

さ
れ
、
や
が
て
中

国
仏
教
全
体

に
流
通
す

る
と

　

こ
ろ
と

な

っ
た
。
塚
本
善
隆

「中
国
仏
教
史
上

の
道
安

」
(
同

『中

国
仏
教
通
史
』
第

一

　

巻
　
春
秋
社
　

一
九
七
九
年
)
参
照
。
日
本

に
お

い
て
は
、
大

宝

二

(七
〇

二
)
年

に

　

入
唐

し
、
養
老

二

(七

一
八
)
年

に
帰

国
し
た
道
慈
が
普
及
さ

せ
た
と
見

て
よ

い
。
こ

　

れ
に

つ
い
て
は
、
吉

田

一
彦

「僧
旻

の
名

に
つ
い
て
」
(薗

田
香
融
編

『古
代
中
世

の
社

　

会

と
仏
教
』
塙
書
房
　

一
九
九
九
年
予
定
)
参
照
。

(
8
)
同
じ
西
琳
寺
が
所
蔵

す
る
、
寛
正

五
年
十

一
月
蓮
如

下
付

の
方
便
法
身
尊
号

の
裏
書

　

文
言

は
、
（
一
）
で
述

べ
た
よ
う

に

「方
便
法
身
尊
號
/

大
谷
本

願
□
釋
□
□
□
/
寛
□

五

　

年
申
甲十

一
月
/

江
州
栗
太
郡
綣

村
/
願
主
　
釋

善
妙
」
と
な

っ
て
お
り
、
同

一
人
で
あ

　

る
善
妙

に

「
釋
」

が
付
さ

れ
て
い
る

(
一
九
九

五
年

=

一月
五
日
調
査

)
。
な

お
、

以

　

下
、
裏
書

の
記
載

を
略
記
す

る
場
合
、

こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
、
上
段

の
主
題

を
最
初

　

に
記
し
、
続

け
て
そ
れ
以
外

の
部
分

を
右

か
ら
左

へ
、
改

行
ご
と

に

「/
」
を

い
れ
る

　

方

式

で
記
述

す
る
。

(9
)

一
九
九
六
年

一
月
三
〇
日
調
査
。
裏
書
文
言

は

「方
便
法
身
尊
形
/

大
谷
本

願
寺
釋

　

蓮
如
□
/
長
相

三
年
夘
己七
月

二
日
/

[
□
□
□
□
□
□

寺
□
□
/
美
濃
國
□
　
□
□
□「善

　

相
庵
」

(
　
　
)
/
願
主
　
釋
教
□

」
と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

に

つ

い
て
は
、
小

島
惠

昭

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

一
八

　
　
「新
出

の
蓮
如
裏
書
方
便
法
身
尊
像

二
点
を

め
ぐ

っ
て
」
(『
本
願
寺
史
料
研
究
所
報
』

　

一
八
　

一
九

九
六
年
)
、

同

「美
濃

・
尾
張

地
域

の
中
世
真
宗
史
」
(浄

土
真
宗
教
学
研

　

究
所

・
本
願
寺
史
料
研
究
所
編

『講
座
蓮
如
』
第

六
巻
　

平
凡
社
　

一
九
九

八
年
)
参

　

照
。

(
10
)

一
九
九

八
年
九
月

一
日
調
査
。
裏
書
文
言

は

「方
便
法
身
尊
像
/
□
釋

□
如

(花

　

押
)
/
口
　

四
□
辰
　□
月
十

四
日
/
信
州
高
□
郡
□
□
□
□
□
□

(
切
断
)
/
□
□
□

(切
断
)
小

　

柳
郷
井

上
/

願
主
　
釋

行
□
」
と
な

っ
て
い
る
。

(
11
)

一
九
九
七
年

二
月
五
日
調
査
。
裏
書

文
言
は

「方
便
法
身
尊
像
/
大

谷
本

願
寺
釋

蓮

　

如

(花
押
)
/
寛

正

二
年
巳
辛八
月
廿

一
日
/
濃

州
不
破
郡
垂
井
□
□
□
□

(
抹
消
)
/
□
□

　
□
□
□
□

(
抹
消
)

「□
□
」

(
異
筆
)
/
願
主
　
釋

善
妙
」
と
な

っ
て
い
る
。

(
12
)

一
九
九

八
年

入
月
四
日
調
査
。
裏
書
文
言

は

「方
便
法
身
尊
像
/
釋

□
如

□
/
□
□

　
□
□

年
丑
己
十

月
八
日
/
□
□
□
□
□
□
□
/
信
州
身
血
郡
□
□

/
願
主
　
釋
□
□
」

と

　

な

っ
て

い
る
。

(
13
)

一
九
九
五
年
三
月

二
二
日
調
査
。
裏
書
文
言

は

「方
便
法
身
尊
像
/
釋

蓮

如

(花
押
)

　

/
文

明

二
年
寅
庚
十

一
月
八
日
/
美
濃

國
平
野
郷
/
草
道
□

「□
國
院
□
□
□
」

(
異
筆
)
/

　

願
主
　
釋

道
宗
」

と
な

っ
て

い
る
。

(14
)

一
九
九
六
年
五
月
一
一

日
調
査
。

(
15
)
裏
書

文
言

は

「
□
□

法
身
尊
□
/
□
□
□

願
寺
釋

実
□
□

/
□
　
□
□
□
□

/
□
□
□
□
□
□
□
□

/

江
州

坂
田
北

郡

入
幡

庄
/

北
野
/
□

　
□

」
と
な

っ
て
い
る
。
な

お
、
徳

満
寺

に
は
数
幅

の
方
便
法
身
尊
像
が
所
蔵
さ
れ

て
お

　

り
、
そ
の
内

の

一
幅

に
は
、
次
に
掲
げ
る
寛

正
三
年

三
月

七
日
蓮
如
下
付

の
方
便
法
身

　

尊
号

の
裏
書
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。

「方

便
法

身
尊
號
/
□
□
□
□
□
□
□
□
□

/

　
□
□

三
□
午
□三
月
七
日
/
江
州
野
洲
南

□
阿
伽
井
/
□
□
□
□

□
/
願
主

　
釋
□

」
。
こ
の
方
便
法
身
尊
号
裏
書

は
、
最
近

の
同
朋
大

学
佛
教
文
化
研
究
所
編

『
蓮



　

如
名
号

の
研
究
』

(法
蔵
館
　

一
九
九

八
年
)

で
も
取

り
上
げ
ら
れ

て

い
な
い
。

(16
)

一
九
九
七
年
一
二

月

一
二
日
調
査
。

(
17
)
た
だ
し
、
蓮
如
期
以
前

か
ら
本
願
寺
流

に
関
係

し
て

い
た
寺
院

・
道
場

へ
の
本
尊
以

　

外

の
下
付
物

は
見

ら
れ

る
。
蓮
如

の
北
陸

で
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
再
考
す

べ
き
点
が

　

少
な

く
な
く
、
今
後

の
研
究
課
題

で
あ
ろ
う
。

(
18
)
美
濃

・
尾
張
両

国
で
の
蓮
如

期
の
浄
土
真
宗

の
展
開

に

つ
い
て
は
、
小
島
惠

昭

「美

　

濃

・
尾
張

地
域

の
中
世
真
宗
史

」
(浄
土
真
宗
教

学
研
究
所

・
本
願
寺

史
料

研
究

所
編

　
　
『講
座
蓮
如
』
第

六
巻

　
平
凡
社
　

一
九

九
八
年
)
。

(
19
)

こ
れ

ま
で
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
裏
書
集
な
ど
裏
書

の
報
告

の
中

に
は
、
第

一
行

目
の

　

署
判

の
部
分
が
剥
落

・
磨
滅

・
切
断
等
に
よ

っ
て
判
読

で
き

な
く

な

っ
て

い
る
も

の

　

で
も
、
類
推
し

て

「大
谷
本
願
寺
釈
蓮
如

(花
押
)
」
と
釈
文
が
作
成

さ
れ
て

い
る
場
合

　

が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。
正
文
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な

お
、

　

方
便
法
身
尊
号

の
裏
書

に
つ
い
て
は
、
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
編

『蓮
如
名

号

の

　

研
究
』

(法
蔵
館
　

一
九
九

八
年
)
が
す
べ

て
の
裏
書

の
写
真
を
掲
載

し

て
い

て
、
充

　

実

し
た
史
料
集
と
な

っ
て
い
る
。
本
稿

で
も
、
筆
者
た
ち
が
実

見
し
て

い
な

い
も

の
に

　

つ
い
て
は
、
同
書

に
拠

っ
た
。

(
20
)
長
野
市
西
厳
寺

蔵

の
も

の
と
、
神
戸
町
長
久
寺
蔵

の
も

の
と

の
間

に
位
置
す

る
事
例

　

と
し
て
、
文

明

二
年

二
月
十

二
日
の
日
付
を
持

つ
龍
谷
大
学
蔵

の
も

の
が
知
ら
れ

て
い

　

る
。
写
真

に
拠

る
と
、
裏
書
文
言

は

「奉
修
複
方
便
法
身
尊
形
/
大
谷
本
願
寺
釋

蓮
如

　

(花
押
)
/

文
明

二
歳
寅
庚二
月
十

二
日
/
和
州
吉
野
郡
下
渕
圓
慶
門
徒
/
同
郡
十
津
河
野

　

長
瀬
鍛
治
屋
/

道
塲

本
尊

也
/

願
主
　
釋

浄
妙
」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
こ
で
問
題
と

し

　

て
い
る
署
判

は

「大
谷
本
願
寺
釋

蓮
如

(花
押
)
」

と

「
寛
正

の
法
難

」
以
前

に
使
用
さ

　

れ

て
い
た
も

の
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
裏
書

に
つ
い
て
は
、
い
く

　
　
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
り
、
現
時
点

で
は
、
蓮
如
裏
書

の
確
実

な
事
例
と

は
判
断

し
て
い

　
　
　
研
　
究
　
紀
　
要
　

5

　

な

い
。
今
後

の
実
見
調
査

・
検
討

を
期

し
て

い
る
。

(
21
)
順
如

が
本

願
寺

住
持

で
あ

っ
た
期
間

の
日
付

を
持

つ
蓮
如
裏
書

で
、
「
大
谷

本
願

寺

　
釋

蓮
如

(花
押
)
」

の
署
判

の
あ

る
も

の
と
し

て
は
、
大
阪
府

八
尾
市
慈
願
寺
と
大
阪
市

　

天
王
寺

区
浄

照
坊

と
に
そ
れ
ぞ

れ
所
蔵

さ
れ
る
、

二
幅

の
法
円

影
像

が
知

ら
れ

て

い

　

る
。
慈
願
寺
蔵

の
も

の
の
裏
書
文
言

は

「法
圓
真
影
/
大
谷
本
願
寺
釋

蓮
如

(花
押
)
/

　

文

明
拾
参
年
丑
辛
十

二
月
七
日
/
河
内

國
久
賓
寺
/
慈
願
寺

常
住

/
願

主
釋

法
光
」

と

　

な

っ
て
お
り
、
浄
照
坊
蔵

の
も

の
の
裏
書
文
言

は

「
久
寶
寺
法
圓
真
影
/
大
谷
本
願
寺

　
釋

蓮
如

(花

押
)
/

文
明
十

三
年

辞
十

二
月
七
日
/
願
主
釋

法
光
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ

　

の
二
幅

は
、

一
九
九

六
年
十
月

に
大
阪
市
立
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た

「大
阪

の
町
と
本

　

願
寺

」
展

に
出
展
さ
れ
、
そ
の
折

に
実
見

し
た
が
、
双
方

の
裏
書
と
も
、
蓮
如

の
筆
跡

　

と
は
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
仮
に
こ
れ
ら
が
蓮
如

の
筆
跡

で
あ

る
と

し

　

て
も
、
裏
書

に
記

さ
れ

た
文
明
十

三
年
十

二
月
七
日

の
日
付

は
、
他

の
同
様

の
例

か
ら

　

見
て
、
法
円

の
忌

日
と
考
え

る
べ
き
も

の
で
あ

り
、

こ
の
日
に
裏
書

が
書

か
れ
た
と

い

　

う
わ
け

で
は
な
か
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
順
如

在
任
中

の
蓮
如
裏
書

の
確
実

な
事
例

　

と
は
判
断

で
き
な

い
も

の
で
あ
る
。

(
22
)
岐
阜
県
各
務

原
市
大
泉
寺
蔵
方

便
法
身
尊
像

の
裏
書
文
言

は
次

の
よ
う
に
な

っ
て

い

　

る
。
「奉
修
複
方
便
法
身
尊

形
/
釋
□
□
□

/
文

明
十

五
年
夘
癸十

一
月
廿

六
日
/
尾
州

羽

　

栗
郡
飛
保
東

道
塲

下
/
美
濃

國
鏡
郡
蘓

原
東
嶋
/

願
主
釋

法
觀

」
(
一
九

九
六
年

四
月

　

一
六
日
調
査
)
。

(23
)
愛

知
県
岡
崎
市
勝
蓮
寺

蔵
蓮

如

影
像

の
裏
書

文

言

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

　
　

「大
谷
本
願
寺
弟

七
出
蓮
如
真

影
/

本
願
寺
釋

蓮
如

(花
押
)
/

文
明

拾

六
歳
辰
甲
六
月

　

廿
□
□
/

参

河
國
勝
万
寺

門
徒

/
同
國
矢
作
勝
蓮
寺
/

願
主
釋

善
慶
」
。
充
所
末
尾

の

　

寺
号
記
載

に
や
や
疑
問
は
残
る
が
、
基
本
的

に
こ
の
日
付

の
蓮
如
裏
書
と
判
断
し

て
よ

　

か
ろ
う

(
一
九
九
六
年

一
〇
月

二
日
調
査
)
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

一
九



　
　

本
願
寺
順
如
裏
書

の
方
便
法
身
尊
像

(
三
)

(
24
)
岐
阜
県
高
山
市
秋
声
寺
蔵
方

便
法
身
尊
像

の
裏
書

文

言

は
次

の
よ

う

に
な

っ
て

い

　

る
。

「方
便
法
身
尊
形
/
本
願
寺
釋

蓮

如

(花
押
)/

文
明
十
八
年
午
丙
三
月
廿
八
日
/

飛

　
　

國
白
河
善
俊
門
徒
/
同
國
大
野
郡
河
上
庄

萩
野
/

願
主
釋

慶
空
」

(
一
九
九
六
年

一

　

一
月

二
日
調
査
)
。

(
25
)
筆
者

た
ち
は
未
調
査

な
が
ら
、
同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

の
ご
好
意

で
写
真

に
接

　

す
る
こ
と
が

で
き

た
岐
阜
県
河
野
六
坊
組
合
蔵
方

便
法

身
尊

像

の
裏
書

文
言

は
次

の

　

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

「方
便
法
身
尊
形
/

大
谷
本
願
寺
釋

蓮
如

(花
押
)
/
文

明
拾

八

　

年
午
丙
九
月
十

二
日
/
尾
州
葉
栗
郡
上
津

間
庄

/
本

庄
郷

河

野
惣
道

場
/

願
主
釋

善

　

性
」
。

(
26
)

『第

八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』
一
二

、

一
六
六
な
ど

(註

(
6
)
前
掲
書
所
収
)
。

(
27
)

日
野
照
正

『摂
津
国
真
宗
展
開
史
』
同
朋
舎
　

一
九
入
六
年
。

(
28
)

『拾
塵
記
』

(註

(
6
)
前
掲
書
所
収
)
。

(29
)
金
龍
氏
註

(
3
)
前
掲
書
同
頁
。

(30
)
金
龍
氏
註

(
3
)
前
掲
書
同
頁
。

(
31
)
註

(
2
)
前
掲
書

に
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
法
量
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

(
32
)
裏
書
文
言

は

「方
便
法
身
尊
像

/

目

本
願
寺
釋

□
□
□

/
□

□
□
丑
□
八
月
廿

　

五
日
/
□
□
□
□
□

寺
門
徒
越

中
國
/

□
□

□
□
神
庄

西
郷
大
門
村
/
願

主
釋

正
善
」

　

と
な

っ
て

い
る
。

干
支

の
支

の

「
丑
」
と
裏
書
全
体

の
筆
跡

、
お
も

て
の
像
様
な
ど

か

　

ら
、
永
正
十

四

(
一
五

一
七
)
年

の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

(
33
)
新
潟
県
岩
船
郡

の
初
期
真
宗

の
特
色

に

つ
い
て

は
、
井

上
鋭
夫

『
一
向

一
揆

の
研

　

究
』
(吉
川
弘
文
館

　

一
九

六
八
年
)
、
同

『
山

の
民

・
川

の
民
』
(平
凡
社
選
書
　

一
九

　

八

一
年
)
。

(
34
)
『真
宗
大
谷
派
名
古
屋
教

区
教
化

セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第

2
集

(真
宗
大
谷
派
名
古

　

屋
教
区
教
化

セ
ン
タ
ー
　

一
九
九
八
年
)

一
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇

(
35
)
写
真

Ｆ
に
掲
げ
た
文
明

三
年
辛
卯

の
勝
楽
寺
蔵
蓮
如
影
像
裏
書
を
含

め
て
、
実
見

お

　

よ
び
写
真

に
接

し
た
蓮
如
裏
書

の

「辛
」

は
す

べ
て

「辛
」
と

い
う
書
体

に
な

っ
て

い

　

る
。

(36
)
蓮
如

に
よ
る
蓮
如
単
独

の
影
像

の
下
付

に
は
、
時
期
的

な
片
寄

り
が
見
ら
れ
、
「寛

正

　

の
法
難

」
以
降

、
順
如
死
去

ま
で
の
期
間
と
、
延
徳
元

(
一
四
八
九
)
年

の
実
如
継
職

　

後

の
期
間
に
事
例

が
集
中

し
て
い
る
。
文
明
十

五
年

五
月

の
順
如
死
去
以
降
、
実
如
継

　

職

ま
で
の
、
蓮
如

が
再
度
本
願
寺
住
持

で
あ

っ
た
期
間

の
蓮
如

影
像

は
、
註

(
23
)
に

　

裏
書
文
言

を
提

示
し
た
愛
知
県

岡
崎
市
勝
蓮
寺
蔵

の
事

例

の
み
が

現
在
確

認

さ
れ

て

　

い
る
。

(
37
)
勝
楽
寺

の
加
賀

か
ら
現
在
地

へ
の
移
転

に

つ
い
て
は
、
田
子
了
祐

「越
後
路

の
近
世

　

信
仰
」
(宮

栄

二
編

『雪
国

の
宗
教
風
土
』
名
著
刊
行
会
　

一
九
八
六
年
)

参

照
。

な

　

お
、
青

木
馨

氏
の
ご
教
示

に
よ
る
と
、
勝
楽
寺

に
は
、
「
円
善
」
が
描
か
れ
る
高

僧
連
座

　

像
が
所
蔵

さ
れ
て

い
る
と

の
こ
と
で
あ

る
。

ま
た
、
勝
楽
寺

の
住
職
家

の
名
字

は

「安

　

藤

」
で
あ

り
、
こ
れ
は
三
河

の
有
力
真
宗
寺
院

の
住
職
家

に
ま
ま
見
ら
れ
る
名
字

で
あ

　

る
。

(38
)
北
西
弘

「裏
書
集
」

(
同

『
一
向

一
揆

の
研
究
』
春
秋
社
　

一
九
八

一
年
)

な
ど
。

(39
)
『

「蓮

如
上
人
」
展
』

(大
谷
大
学
　

一
九
九

六
年
)
。

(40
)
本
願
寺

史
料

研
究
所
監
修

・
共

同
通
信
社
編

『蓮
如

上
人
展
』
(共
同
通
信
社
　

一
九

　

九
七
年
)
。

(41
)
『蓮
如

上
人
』

(大
谷
大
学
図
書
館

　

一
九
九
七
年
)
。

(42
)
（
二
）
お
よ
び
（
五
）
で
述

べ
た

よ
う

に
、
光
恩
寺
蔵

の
も

の
の
裏
書

の
充
所

の
部
分

は
後
人

　

の
異
筆
と
見
る
べ
き
も

の
で
あ

る
が
、
順
如
裏
書

の
正
文
を
手
本

に
こ
の
部
分
を
書

い

　

た
た

め
、

「庄

」
が
こ
こ
で
指
摘

し
た
書
体
と
な

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
43
)
愛
知
県

岡
崎
市
勝
蓮
寺
蔵

の
親
鸞

影
像

の
裏
書
文

言
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。



　

「大
谷
本
願
寺
親
鸞

聖
人
御
影
/
本
願
寺
釋

蓮
如

(花
押
)
/
延
徳

三
歳

鮮
四
月

一
日
/

　

参
川
國
勝
慢
寺
門
徒
/
同
郡
碧
海
郡
碧
海
庄
矢
作
/
願
主
釋

善
明
」
。

こ
こ

の

「
勝
慢

　

寺
」

の

「慢
」
は
、

つ
く

り
の
下
部

の

「又
」
が

「力
」
と
書

か
れ
て
お
り
、

「
　
」
に

　

近

い
書
体
と
な

っ
て
い
る

(
一
九
九

六
年

一
〇
月

二
日
調
査
)
。

こ
の
裏

書

に
は
、
他

　

に
も

「同
國
」
と
書
く

べ
き
と

こ
ろ
が

「
同
郡
」
と
な

っ
て
い
た
り
と
、
蓮
如
裏
書
と

　

し
て
は
異
例

な
点

が
あ

る
。

ま
た
、
こ
の
延
徳

三

(
一
四
九

一
)
年

の
裏
書

に
は
、
寺

　

号

が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
が
、
註

(
23
)

に
裏
書
文
言
を
提
示
し
た
文
明
十
六

(
一
四

　

八
五
)
年

の
同
寺
蔵

の
蓮
如
影
像
裏
書

に
は
、
す
で
に

「勝
蓮
寺
」
と
寺
号

が
記
載
さ

　

れ
て

い
る
。

こ
の

二
点

の
裏
書

に

つ
い
て
は
、
な
お
検
討

を
要
す
る
。

(
44
)
蓮
如
裏
書

で
、
順
如
裏
書

と
同
様

に

「○
○
門

徒
」
で
終
わ

る
事
例
と

し
て
は
、
福

　

井

県
福
井

市
秘
鍵

寺
蔵

の
方
便
法
身

尊
像
裏
書

が
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ

は
、

一
九
九

　

六
年
十
月

に
大
阪
市
立
博

物
館

で
開
催
さ
れ
た

「大
阪

の
町
と
本
願
寺
」
展
に
出

展
さ

　

れ
、
同
展

の
図
録

(大
阪
市
立
博
物

館
編

『大
阪

の
町
と
本
願
寺
』
毎

日
新
聞
社
大

阪

　

本
社
　

一
九
九
六
年
)
五
四
頁

に
写
真
が
掲
載

さ
れ
た
。
裏

書
文
言

は
、
「
方
便

法
身

　

尊
形
/
釋

蓮
如

(花
押
)/

延
徳

四
季
荘
六
月
廿

二
日
/
摂
州
上
郡
冨
田
郷
/
光
摂
寺

門

　

徒
/
願
主
釋

慶
性
」
と
な

っ
て
い
る
。
展
覧
会

の
折

に
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
「尊
」
の
書

　

体
な
ど
、

い
く

つ
か

の
疑

問
点

が
あ
り
、
こ
の
裏
書
を
蓮
如
裏
書

の
確
実
な
事
例
と
は

　

判
断

し
て
い
な

い
。

(
45
)
実
如
期

の
方
便
法
身
尊
像

の
様
式
論

に

つ
い
て
は
、
光

明
の
形
式
だ

け
で
な
く
、
各

　

部
分

の

フ
ォ
ル
ム
や
截
金
文
様

の
構
成
な
ど

を
踏

ま
え

た
綿
密
な
論
考
と
し

て
、
佐

々

　

木
進

「実
如
裏
書

の
方

便
法
身
尊
像
」
(
『近
江

の
真
宗
文
化
ー
湖
南

・
湖
東
を
中
心

に

　

ー
』

栗
東

歴
史

罠
俗
博
物
館
　

一
九
九
七
年
)
が
あ

る
。

(46
)
註

(39
)
前
掲
書

七
五
頁
。

(47
)
註

(40
)
前
掲
書

七
四
頁
。

な
お
、
註

(
41
)
前
掲
書

の
解
説
で
も
、
こ
の
見
解
を

　

　
　
研
　
究
　
紀
　
要
　
5

　

　
踏
襲

し
て
い
る
。

(
48
)
註

(
11
)

に
、
現
在

で
は
別
幅

と
な

っ
て
い
る
裏
書

の
文
言
を
掲
げ
た
徳
法
寺
蔵

方

　

　
便
法
身
尊
像

の
像
様

は
、
現
状

で
は
光

明
が
四
十
六
条
と
な

っ
て
お
り
、
本
願
寺
下
付

　

　
物
と

し
て
は
異
例

の
も

の
で
あ

る
。
真
上

に
突
き
抜
け

る
光
明

の
痕
跡
ら
し
き
も

の
も

　

　
見

て
と

る
こ
と
が

で
き

る
が
、
仏
身
全
体

の
造
型

や
仏
身

の
截
金

は
こ
の
時
期

の
も

の

　

　
と
言

う
よ
り
も
、
も
う
少

し
時
代

の
降
る
も

の
の
よ
う

に
も
見
受

け
ら
れ
る
。

こ
の
絵

　

　
像

と
裏
書
が
対
応

す
る
も

の
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
な
お
、
検
討

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

(
49
)
織

田
顕
信

・
小
島
惠

昭

・
青
木
馨

・
田
代
俊
孝

「
共
同
研
究
|

三
河
勝
鬘

寺
資
料

の

　

　
研
究
」

(
『同

朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

四
　

一
九

八
二
年
)
に
全
容
が
紹
介
さ

　

　
れ
て

い
る
。

　

　

[付
記
]

　
西
厳
寺
住
職
手
島
恵

昭
氏

、
勝
楽
寺

住
職
安
藤
勝
壽
氏

を
は
じ
め
と
す

る
各
寺
院

の
方

々

に
は
、
史
料

調
査

に
際

し
て
、
た

い

へ
ん
お
世
話

に
な

っ
た
。
ご
多
用
中

に
も
関
わ
ら
ず
、

懇
切

な
対
応

を
し
て

い
た
だ

い
た
。

あ

つ
く
御
礼
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ
る
。
ま
た
、
同
朋

大
学
佛
教
文

化
研

究
所

に
は
、
史
料
確

認

・
文
献
検
索

等
で
、
ご
高
配
を
賜

っ
た
。
あ

わ
せ

て
御

礼
申

し
上
げ

る
次
第

で
あ
る
。

　
筆

者
た
ち

の
真

宗
寺

院
調
査
は
、
小
島
惠

昭
氏
と

の
共
同
調
査

・
研
究

と
し
て
行

な

っ
て

い
る
。
本
稿

は
、
小
島

氏
と

の
共
同
調
査

・
研
究

の
成
果

の

一
部
で
あ
る
。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二

一



本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二

表
2
(増
補
)

順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

下

付

年

月
　日

所
蔵
者

所
　
在
　
地

料
　
　
　
絹

総

高

仏

身

肩

幅

裏
　
　
　
書

備
　
　
　
考

1

文

明
3

(
一

四

七
一
)

年
11

月
28

日

西

厳

寺

新
潟
県新

潟
市
島
見
町

73
・

3

×

26
・

8

66
・

5

50
・

0

16
・

4

47
・

6

×

27
・

9

料
絹
を
切
り
詰
め
た
後、

増幅

2

文
明
6

(
一

四
七
四)

年
⑤
月
6

日

松

橋

家

滋賀

県
東浅

井
郡
湖
北
町

73
・

3

×

34
・

3

61
・

5

45
・

7

14
・

2

43
・

3

×

26
・

5

料
絹
を
切
り
詰
め

3

文
明
6
(
一

四
七
四)

年
8

月
28

日

西

琳

寺

滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町

87
・

5

×

33
・

3

4
・

17

56
・

5

16
・

8

47
・

4

×

24
・

5

修
復裏

書

4

文
明
10
(
一

四
七
八
)

年
11
月
3

日

安

明

寺

滋
賀
県
長
浜
市
加
田
今
町

86
・

4

×

35
・

6

53
・

6

39
・

1

2
・

81

49
・

1

×

27
・

5

絵
像
は
要検

討

5

文
明
12
(
一

四
八
〇)

年
口
月
口
日

等

覚

坊

岐
阜
県
大
垣
市
新
町

86
・

5

×

35
・

9

58
・

7

4
・

04

3
・

91

49
・

0

×

26
・

4

6

文
明
12
(
一

四
八
〇)

年
口
月
口
日

勝

楽

寺

新
潟
県
新
潟
市
西
堀
通

92
・

1

×

39
・

2

60
・

8

46
・

4

4
・

71

51
・

3

×

25
・

0

7

文
明
13
(
一

四
八
一
)

年
2

月
口
日

光

恩

寺

愛
知
県
豊
田
市
竹
元
町

93
・

0

×

38
・

0

61
・

5

46
・

4

14
・

6

49
・

2

×

31
・

1

署
判
判
読
不
能

8910

文
明
13

(
一

四
八
一
)

年
6

月
25
日文明15(一四八三)年3月7日文明15(一四八三)年3月21日

万

福

寺西岸寺東本願寺

愛
知
県
知
立
市
上
重
原
町福井県坂井郡坂井町京都市下京区

82
・

5

×

36
・

0

54
・

5

0
・

84

13
・

4

52
・

5

×

23
・

847・3×21・153・0×30・7

署
判
判
読
不能

絵像

は後

代
の
も
の絵像は全面的に補修

艇
・

0

×

33
・

6

1

47
・

8

1

4
・

53

1

12
・

1

11

不
　
　
　
　
明

浄

性

寺

岐
阜
県
岐
阜
宙
茜
部
本
郷

74
・

2

×

35
・

4

47
・

5

35
・

4

11
・

8

42
・

4

×

23
・

9

下
付
年
月
日
判
読
不能

12

不
　
　
　
　
明

梅本

一

族

滋
賀
県
東
浅
井
郡
浅
井
町

91
・

1

×

36
・

9

62
・

5

47
・

5

14
・

9

48
・

0

×

27
・

2

下付

年
月
日
・
署
判判

読
不能

13

不
　
　
　
　
明

真

光

寺

滋
賀
県
守
山
市
矢
島
町

85
・

4

×

36
・

2

59
・

5

45
・

6

13
・

9

49
・

2

×

11
・

9

下
付
年
月
日
・

署
判
切
断



表
3
(増
補
)　
蓮
如
継
職
後
、
蓮
如
死
去
ま
で
の
本
願
寺
下
付
方
便
法
身
尊
像
に
つ
い
て
の
調
査
デ
ー
タ

下
　

付
　

年

　

月
　

日

下
付
者

所

蔵

老

所

在
　
地

料
　
　
　
絹

総

高

仏

身

肩
　
幅

裏
　
　
　
　　
書

署
　
　
　
　
　
判

備
　
　
　
考

1

長

禄
3
(
一

四
五

九)

年
7

月
2
日

蓮

如

専

精

寺

岐
阜
県
垂
井
町

90
・

8
×

35
・

4

65
・

0

48
・

4

15
・

4

46
・

0
×

22
・

0

別

大
谷本

願寺
釋

蓮如

口

2

長

禄
4
(
一

四
六

〇)

年

口月

14
日

蓮

如

照

光

寺

新
潟
県
新
井
市

90
・

0
×

36
・

6

61
・

8

46
・

5

15
・

8

48
・

0
×

21
・

5

貼

口
釋
口如

(
花
押)

3

寛正

2
(
一

四
六
一
)

年
8

月
21
日

蓮

如

徳

法

寺

岐阜

県
垂
井
町

73
・

4
×

30
・

8

53
・

8

39
・

9

13
・

0

39
・

2
×

20
・

2

別

大谷

本願

寺
釋
蓮如

(
花
押)

絵像

は
要検

討

4

文明

元(
一

四
六

九)

年
10

月
8
日

蓮

如

西

厳

寺

長
野
県
長
野
市

90
・

8
×

36
・

9

6
4

・

8

48
・

5

15
・

3

48
・

5
×

22
・

9

貼

釋口如

口

暑
判
は

「
釋

蓮如(花押)」であろ

う。

567

文明

2
(
一

四
七
〇)
年
11

月
8
日文明3(一四七一)年11月28日文明6(一四七四)年⑤月6日

蓮

如順　如順　如

長

久

寺西厳寺個　　人

岐
阜
県
神
戸
町新潟県新潟市滋賀県湖北町

86
・

4

×

35
・

273・3×26・873・3×34・3

6
3

・

2

66
・

561・5

4
6

・

3

50
・

045・7

15
・

116・414・2

51
・

0

×

22
・

847・6×27・943・3×26・5

別貼貼

釋蓮如

(
花
押)本願寺

釋
順如
(
花
押)釋順如(花押)

料
絹
を
切
り詰

め
た後、増幅。光明等修補。移入品。料絹を切り詰め。

8

文
明
6
(
一

四
七
四)

年
8

月
28
日

順
　
如

西

琳

寺

滋
賀県

栗
東町

87
・

5

×

33
・

3

7
4
・

1

5
6
・

5

16
・

8

47
・

4
×

24
・

5

貼

釋順如

(
花
押)

修
復裏

書

9

文
明
10
(
一

四
七
八)

年
11

月
3
日

順
　
如

安

明

寺

滋賀

県
長
浜市

86
・

4
×

35
・

6

5
3

．

6

39
・

1

12
・

8

49
・

1

×

35
・

1

別

釋順如

(
花
押)

絵
像
は
要
検討

。

10

文
明
10
(一

四
七
八)

年
11

月
28
日

蓮如

?

善

立

寺

滋
賀県

守山

市

87
・

7
×

38
・

0

57
・

5

4
3

・

6

13
・

4

50
・

0
×

20
・

4

貼

疑
問
あ
り。

11

文
明
12
(一

四
八
〇)

年口

月口

日

順
　
如

等

覚

坊

岐阜

県大

垣
市

86
・

5

×

35
・

9

58
・

7

4
4
．

0

13
・

9

49
・

0
×

26
・

4

貼

口
順如

(
花
押)

12

文
明
12
(一

四
八
〇)

年口

月口

日

順
　
如

勝

楽

寺

新潟

県新

潟市

92
・

1

×

39
・

2

60
・

8

46
・

4

14
・

7

51
・

3
×

25
・

0

貼

口
順如

口

13

文
明
13
(
一

四
八
一
)

年
2

月口

日

順

如

光

恩

寺

愛知

県豊

田市

93
・

0

×

38
・

0

61
・

5

46
・

4

14
・

6

49
・

2

×

31
・

1

貼

充
所・

願主

異筆

。

14

文
明
13
(
一

四
八
一
)

年
6

月
25
日

順
　
如

万

福

寺

愛知

県知

立市

82
・

5

×

36
・

0

54
・

5

40
・

8

13
・

4

52
・

5

×

23
・

8

別

釋順如

(
花
押)

156

文
明
13
(
一

四
八
一
)

年
10
月
18
日

蓮
如
?順　如

西

宗

寺西岸寺

京都

市
山
科区福井県坂井

町

1
1
6

・

2

×

48
・

6

8
4

・

9

6
4

・

1

1
8

・

7

63
・

7

×

22
・

847・3×21・1

別貼

口
　

(
花
押)

疑問

あ
り。貼付される絵

像は

711

文
明
15
(
一
四
八
三)

年
3

月
7
日文明15(一四八三)年3月21日

∬順
　

如

東本

願寺

京都

市下

京区

84
・

0

×

33
・

6

47
・

8

3
4
・

5

12
・

1

53
・

0

×

30
・

7

貼

　　
　
　
釋順如(

花
押)

後
世
の
も
の。移入品。絵像

は
全面的に

修
補。

18

文
明
15
(
一

四
八
三)

年
5

月
以
前

順

如

浄

性

寺

岐
阜
県
岐阜

市

74
・

2

×

35
・

4

47
・

5

35

・

4

11
・

8

42
・

4

×

23
・

9

貼

釋順如

(
花
押)

19

文
明
15
(
一

四
八
三)

年
5
月
以
前

順
　
如

梅
本
一

族

滋
賀
県浅

井
町

91
・

1

×

36
・

9

62
・

5

47
・

5

14
・

9

48
・

0

×

27
・

2

貼

　　
　
　

20

文
明
15
(
一

四
八
三
)
年
5

月
以
前

順
　
如

真

光

寺

滋
賀
県
守
山
市

85
・

4

×

36
・

2

59
・

5

45

・

6

1
3
・

9

49
・

2

×

11
・

9

貼

(
料紙

無)

21

文

明
15
(
一

四
八
三
)
年
6
月
6
日

蓮

如

光

雲

寺

岐
阜
県
白鳥

町

96
・

3

×

39
・

8

61
・

5

46

・

6

15
・

2

43
・

1

x

19
・

1

貼

釋蓮如

(
花
押)

22

文明

15
(
一

四
八
三
)

年
11
月
26
日

蓮

如

大

泉

寺

岐
阜
県
各
務
原
市

91
・

1

x

36
・

8

70
・

3

57
・

8

1
8
・

2

49
・

5
×

21
・

5

貼

釋

修復

裏書

23

文明

16
(
一

四
八
四)

年
6
月
20
日

蓮

如

正

覚

寺

愛知

県
岡
崎
市

82
・

6
×

35
・

9

53
・

0

3
9
・

1

13
・

2

45
・

9

×

17
・

4

貼

(
料
紙無

)

2425

文明

16
(
一

四
八
四)

年
9

月
22
日文明16(一四八四)年9月22日

蓮

如蓮如

金

勝

寺浄徳寺

愛知

県
刈
谷
市岐阜県平田町

80
・

2

×

34
・

977・8×32・9

52
・

357・5

38
・

943・5

13
・

114・7

47
・

8

×

23
・

046・4×21・5

別貼

本
願
寺
釋
蓮
如
(花

押)(料紙無)

裏書

大部

分判

読不能。

研

究

紀

要

5

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
二
三



本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(
三
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四

下
　

付
　

年
　

月
　

日

下付

者

所

蔵

者

所
　
在
　
地

料
　
　
　
絹

総

高

仏
　身

肩
　幅

裏
　
　
　
　　
書

署
　
　
　
　

判

備
　
　
　
考

26

文
明
16
(
一

四
八
四)

年口

月口

日

蓮

如

専

勝

寺

岐
阜
県大

垣市

86

・

8

×

37
・

2

57
・

1

43
・

4

14
・

3

51
・

5

×

22
・

2

貼

[
　
　
]

裏書

の
み「

釋
実如
(花

押)
」木版あり。

27

文
明
17
(
一

四
八
五)

年③

月
28

日

蓮

如

報

土

寺

岐阜

県海

津
町

46
・

2

×

21
・

6

ー

本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

74
・

5

×

31
・

3

51
・

9

37
・

2

12
・

7

44
・

5

×

18
・

9

貼

[
　
　
]

28

文
明
17
(
一

四
八
五)

年
6

月
24

日

蓮

如

円

楽

寺

岐阜

県輪

之内

町

29

文
明
17
(
一

四
八
五)

年口

月口

日

蓮

如

浄

円

寺

岐阜

県
平
田
町

75
・

0

×

34
・

5

60
・

5

44
・

2

14
．

5

49
・

0

×

22
・

1

貼

口
□
]

如
[

充所

一

部異

筆。

30

文
明
18
(
一

四
八
六)

年
2

月
19

日

蓮

如

浄

教

寺

愛知

県知

立市

96
・

1

×

39
・

8

62
・

5

45
・

7

15
・

2

52
・

1
×

20
・

8

別

本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

31

文
明
18
(
一

四
八
六)

年
3

月
18

日

蓮

如

柳

堂

寺

愛知

県
岡崎

市

84
・

8

×

37
・

6

59
・

8

44
・

6

15
・

2

48
・

6
×

20
・

7

別

本
願
口
釋
蓮如

(
花
押)

絵像

は
全面

補修

・要検討。

32

文
明
18
(
一

四
八
六)

年
3

月
28

日

蓮
　
如

秋

声

寺

岐阜

県高

山市

87
・

3

×

38
・

6

58
・

5

44
・

2

14
・

3

51
・

7

×

20
・

1

貼

本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

絵像

の
光明

に
つ
いて要検討。裏書一部欠損・異筆。絵像の光明に手直しあり。疑問あり。

53
・

9

40
・

2

13
・

3

55
・

4

×

29
・

5

別

大
谷
本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

33

文
明
18
(
一

四
八
六)

年
12

月
28

日

蓮

如

憶

念

寺

岐阜

県古

川
町

84
・

7

×

40
・

2

34

文
明
18
(
一

四
八
六)

年口

月
28

日

蓮

如

浄

顕

寺

愛知

県
西
尾市

82
・

0

×

38
・

0

52
・

7

39
・

4

13
・

1

45
・

1

×

22
・

8

貼

大
谷本

願寺
釋

蓮如

(
花
押)

35

文
明
19
(
一

四
八
七)

年
5

月
28

日

蓮
如
?

敬

念

寺

岐
阜県

岐阜

市

88
・

5
×

37
・

1

55
・

6

41
・

4

14
・

5

48
・

9
×

24
・

4

貼

[
　
　
]

36

文
明
19
(
一

四
八
七)

年
5

月
28

日

蓮如

?

聖

運

寺

愛知

県
西
尾市

95
・

1

×

44
・

1

66
・

5

48
・

5

15
・

7

39
・

0

×

20
・

8

貼

本
願寺

[

疑問

あ
り。

裏書

一部欠損。

37

長
享
元
(
一

四
八
七)

年⑪

月
17

日

蓮

如

浄

光

寺

滋賀

県
西
浅井

町

91
・

7

×

40
・

3

58
・

6

42
・

9

14
・

6

58
・

2

×

22
・

2

貼

大谷

本願

寺
釋
蓮如

(
花
押)

38

長
享
3
(
一

四
八
九)

年
2

月
15

日

蓮

如

蓮

徳

寺

岐阜

県清

見村

84
・

5

×

39
・

4

55
・

2

41
・

0

13
・

3

49
・

0
×

19
・

9

貼

大
谷
本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

39

長
享
3
(
一

四
八
九)

年
4

月
28

日

蓮

如

敬

円

寺

愛知

県御

津
町

91
・

5

×

37
・

9

57
・

9

42
・

1

14
・

3

54
・

6

×

21
・

7

貼

大
谷
本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

40

長
享
3
(
一

四
八
九)

年
6

月
4
日

蓮

如

正

明

寺

岐
阜
県
羽島

市

83
・

0

×

33
・

9

58
・

4

42
・

8

14
・

6

41
・

2

×

18
・

4

別

大
谷
本
願寺
釋

蓮如

(
花
押)

裏
書
に
継目

あ
り。

41

延
徳
元
(
轍

四
八
九)

年
9

月
5

日

実

如

個
　
　
人

岐阜

県
明宝

村

52
・

3

×

24
・

2

35
・

2

25
・

2

8
・

7

37
・

0

×

17
・

5

別

大
谷
本
願寺
釋

実如

(
花
押)

42

延
徳

元(
一

四
八
九)

年
9
月
28
日

実
　
如

珉光

院

名古

屋
市名

東
区

93
・

0

×

38
・

5

61
・

7

45
・

9

15
・

1

46
・

6

×

21
・

1

貼

大
谷
本
願寺
釋

実如

(花

押)

43

延
徳
元
(
一

四
八
九)
年
口
月口

日

実

如

長

誓

寺

愛知

県
一

宮市

84
・

9

×

34
・

9

57
・

2

42
・

4

14
・

1

46
・

2

×

18
・

0

貼

(
料
紙無

)

44

延
徳
2
(
一

四

九〇

)

年
11月

3

日

蓮

如

性

顕

寺

岐阜

県神

戸
町

90
・

5

×

37
・

1

60
・

3

44
・

8

15
・

2

54
・

0
×

25
・

5

貼

釋蓮
如(
花押

)

45

延
徳
4
(
一

四

九
二)

年
口
月口

日

実

如

勝

伝

寺

滋賀

県浅

井
町

88
・

5

×

36
・

0

57
・

7

42
・

2

14
・

5

57
・

3

×

32
・

9

貼

大
谷
本

[
　

］

46

明
応
2
(
一

四
九
三)

年
3

月
6

日

実
　
如

蓮

泉

寺

愛
知
県安

城市

99
・

5

×

38
・

6

69
・

3

50
・

7

15
・

8

61
・

3

×

38
・

4

貼

大
谷
本
願寺
釋

□□

□

47

明
応
2
(
一

四

九
三)

年
7

月
28
日

実

如

安

養

寺

滋
賀
県
栗
東
町

皿
・

7
×

41
・

0

69
・

0

51
・

9

16
・

0

57
・

1

×

33
・

0

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実如

(花

押)

48

明
応
2
(
一

四

九
三)

年
10
月
2
日

蓮

如

本

龍

寺

岐阜

県
垂井

町

65

・

0

×

29
・

6

47
・

9

35
・

8

11
・

6

46
・

4

×

20
・

5

貼

口
口
□
(花

押)

49

明
応
2
(
一

四
九
三
)
年
11
月
25
日

実
　
如

仏

照

寺

岐
阜
県
大
野
町

49
・

8

×

23
・

9

1

大
谷

[
　]
釋

実如

(花

押)

裏書

の

み。

95

・

1

×

38
・

4

52
・

1

41
・

0

13
・

3

52
・

1

×

24
・

5

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実如

(花

押)

50

明
応
3
(
剛

四

九
四
)
年
5

月
28
日

実
　
如

満

成

寺

岐
阜
県
清
見
村

51

明

応
4
(
一

四
九
五
)
年
3

月
2
日

実

如

誓

行

寺

滋賀

県
マ

キ
ノ

町

97

・

6

×

37
・

1

68
・

3

51
・

5

16
・

3

52
・

0

×

32
・

5

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実如

(花

押)



下
　

付
　

年
　

月
　

日

下付

者

所

蔵

者

所
　在

　地

料
　
　
　
絹

総
　
高

仏
　身

肩
　
幅

裏
　
　
　
　　
書

署
　
　
　
　
　
判

備
　
　
　
考

52

明応

4
(
一

四
九
五)

年
6

月
14

日

実

如

光
蓮

寺

愛知

県弥

富
町

93
・

1

×

38
・

8

64
・

4

47

・

8

1
5
・

2

54
・

7
×

27
・

1

貼

大
口
本
口
等
葎
口
如
(花

押)

53

明応

4
(
一

四
九
五)

年
11

月
28
日

実

如

弘

誓

寺

岐阜

県
清見

村

85
・

2

×

37
・

5

53
・

0

39
・

4

13
・

8

52
・

O
x

30
・

5

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

54

明応

4
(
一

四
九
五)

年口

月口

日

実

如

浄

円

寺

岐
阜県

平
田
町

82
・

2

×

36
・

1

57
・

8

43
・

6

14
・

4

50
・

8
×

30
・

7

貼

(
料
紙
無)

55

明応

5
(
一

四
九
六)

年
6

月
18

日

実

如

願

慶

寺

滋

賀県

マ

キ
ノ

町

92
・

0

×

39
・

8

58
・

8

43
・

2

14
・

5

57
・

2
×

29
・

5

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

56

明応

5
(
一

四
九
六)

年
7

月
15

日

実

如

浄

誓

寺

岐阜

県養

老町

74
・

3

×

33
・

5

53
・

2

39
・

4

13
・

0

50
・

3

×

21
・

4

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

石
畑浄

誓寺

57

明応

5
(
一

四
九
六)

年
11

月
3

日

実

如

長

誓

寺

愛知

県
一

宮市

65
・

4

×

30
・

3

45
・

9

4
°

03

11
。

6

40
・

0

×

23
・

2

別

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

58

明応

6
(
一

四
九
七)

年
4

月
15

日

実

如

願

誓

寺

岐阜

県
岐
阜市

89
・

0

×

35
・

2

57
・

4

42
・

0

14
・

0

50
・

6
×

23
・

2

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
口
(花

押)

移
入品

59

明応

6
(
一

四
九
七)

年
6

月
田

日

実
　
如

光

輪

寺

愛知

県
立
田
村

82
・

3

×

31
・

6

56
・

8

42
・

0

14
・

7

47
・

6
×

29
・

6

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
口
口

60

明応

6
(
一

四
九
七)

年
12

月
4

日

実

如

円

光

寺

愛知

県安

城市

95
・

7

×

38
・

4

63
・

4

46
・

7

15
・

3

55
・

2

×

31
・

2

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

61

明応

7
(
一

四
九
八)

年
3

月口

日

実

如

来

入

寺

滋
賀県

木
之
本町

92
・

5

×

38
・

6

57
・

0

42
・

0

14
・

1

53
・

9
×

20
・

9

貼

　　
　
　
　
　

実
如
(花

押)

裏書

一

部欠

損。

62

明応

7
(
一

四
九
八)

年
4

月
13
日

実

如

恵

林

寺

岐阜

県清

見村

95
・

1

×

39
・

2

52
・

3

37
・

6

13
・

4

51
・

8

×

31
・

0

貼

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
(花

押)

63

明応

7
(一

四
九
八)

年口

月
3

日

蓮

如

称

名

寺

滋
賀県

浅
井町

1
2
2

・

9

×

50
・

0

88
・

9

68
・

5

20
・

0

67
・

3
×

26
・

3

貼

[

　
　
]

移
入
品

64

下付

年月

日判

読
不能

蓮

如

永

林

寺

福井

県今

立
町

92
・

5

×

36
・

0

67
・

3

51
・

5

15
・

8

50
・

1

×

19
・

4

貼

[
　
　
]

修復

裏書

裏書

は文明15年頃までのものか。裏書に多数の継目

65

下付

年月

日判

読
不
能

蓮

如

個
　
　
人

岐阜

県
明
宝村

52
・

0

×

21
・

2

37
・

8

27
・

2

9
.

4

36
・

9
×

24
・

7

別

[

　
　
]

註

　
26
専

勝
寺
蔵

の
も
の
は
、
前
稿

「本
願
寺

順
如
裏
書

の
方
便
法
身
尊
像

(
二
)」

の
表

3
で
は
、
文
明

17
年

の
も

の
と
し
て
取

り
扱

っ
た
が
、
そ

の
後

の
再
検
討
で
文
明
16
年
蓮

如
下
付

の
も

の
と
判
断
す

る
に
至

っ
た
。

　

こ
こ
で
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

研

究

紀

要

5

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

二
五



本
願
寺
順
如
裏
書
の
方
便
法
身
尊
像

(三
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
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